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まちなお知らせ 

こわユーザーズグイドじをiれるAH!け爭かこお巧らせ卞ることなしじt夏される潘をポ♦りSナ。 

本«化ならヴじV7トウみrおよびマニュ7ルをa而した«♦のIS*じヴいてはいクさい*ttを•い 

ホねi中のでご7承< ださい， 
す«るおよびソフトサエTの化«は子をなしじか*ザることがみります• 

お巧じついてのおならせ 

奉ガイドのナべでの巧巧は«巧11じよクで巧»されでい*卞*本gの巧ぞの一度！:たはを*を、*« 

ブずもことは度じられでいます， 

なやパ巧4々！W, みれソ—すブク 

神♦りIIMK#巧中Bち田ifん巧 

推車ぶビル 

本ブイドにおいてれ明されでいるみVブトウエアはブイセンXみるいはロイヤリ♦fのもとじか 

»されでいまず，ソブトサエTわぶびそのマニAデルは，そ々Vヴトウと7ライセンスliftじもとづ 

み円»書た*の请*寶任»の»«のもとでのみ巧«ナることザでさ*ナ。それUかのAをはさ»Vフ 
トウ主TflMftを巧の♦巧なしじ無断でな巧ザることはでiません， 

Mlcfoioft • MS*DOS ‘ Vcnわ#6ぶV, SXTVil,ホ8マイクロソブトれの•でず.は下WSTOSと 

餐《し*卞* 

Micmon - WiixtowsTM Vなstemん1U、束Bマイク行Vブト化のをJHMRです，はTMicrato^ WMcws 

又はWMtfviと餐巧しミナ。 

S>»iemSoがミホHシXテムV7卜れの•です 

Mwiimittr、Any Key Rewne. CARDSOFTは，ホ巧シス*ムソフトれのBJHMIでず• 

Wはホ田IBMti:のfiSAKですC 

PCMCIAけ♦■PCMC从れグJ * »です. 

PmlumけそUインテル化の&巧nWでt, 

おかPoiwerUアんプス»义度たを巧のなな««で卞， 
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START 
このセクシヨンでは 

♦このたクシ3ンでは 
• WinBook Proomma 

-がnSook巧々システムに含を巧でいるをの 

•Vり巧い上の注» 

•さ巧、はじめ《しよラ 

•タイドt&ffい巧 

•房つたとをには 

ソーテックが〇&>0*^^3ンビュータ«わ霄い上げいただ« *こヒ 

にJMJザとうこざいSした，ソーテックWわかのIfP巧コンピュータ 

はデスクトップ^ンピュ■夕じ西•する«MttA4サイス々やじM 

した、aン"クトで多機Kクノ•トブック3ンビュ■夕TT, 

このガイドなソーテックが〇目<»*户巧3ンビュ*夕«どのように巧 

い、«巧TるかじついてIM?してい》ず，3ンビュータ«ご巧巧に 

なるftじどうf最巧のたクシaンt；i|J(<AKみ<だ»い，この 

たクシ3ンのgりじ《このガイドの*り々•みでカバ—しでいるft 

4目じついて.AなたのgttのSをに巧じてどのようじS々がよい 

クのmザ»け哀ず> 



WinBook Proのな準なお 

• マイクロプロセプサ巧R 

-W8RAMdff4BMB 

• )2ビブト日一々*バスでW1ND0WSTクセラレーf資®が♦のVOAコントローブ 

巧載 
•256fel»TNl0.4イン♦々ラー800X600ドブト*1»«1ぶ功5® 

-マル子««なモニ少などをじ、より离««*のWindのけ#ホがCRT1••じ巧度 

-LEDじよもを植|»巧モードた巧 

•ん5イン♦》モード巧*フ〇ブピーディスクドライプ 

•年ーボードるみaスチ< ブクボイン♦マウ又»巧 

•«0パし巧«なSI0MSハードfィスクドウイプ 

•2け:までK着巧Cなむ巧RAMモジューん 

• 2«Sで»着巧*なK々一Kgスロブト 

-Wビブトサウンドと♦声人化クJlf子«■ 

• AC7グブグ.ACケーブル 
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WinBookかoじ含まれるるの 

■ハードウェア、アクセサリ 

WinSoo^fPro/—トブブクコンピュータそ清化十るたわじな下のようむハードウ王7と7 

ブセサリがをJれでV、*す。 

Wn9cckみ〇ブンビA — ♦本が 

-なりれしす度なハードディスクユニy卜I本かこお着されていまず》 

-れりM•し巧ftなバヴテリ"ブク（本#じ1MI3れてい*ナ> 

パ7♦■クバVクU出ffaiじMlituさ>^で> 拿>1これtいgf* 4含のバV 

テリバ/クのIMBの■曰みのうえ.バツテリバブク♦«りみしで■り 

«り.再び11着して<ださい， 

• AC7グブとACコード 

巧な香 

•ユーザe巧々ード 



■ソフトウエア 

いくつかのユーテイリテイと♦ペレー*イングシステム【05)ザハードプ< スブドブイ 

プ{化下证》:|ヘイン文卜一A^されていミヤ。 

•CABDS0FT、サウンドアブリケーシ3ンなど 

PCMCIAホードを任巧卞るたAのドブイバ、♦ゥンドSlfttW巧するたAのブ〇プラム 

などいくつかの*树なプログクム々巧のDじインストームミれていJヤ。巧巧ガをは 

APPENDIXかこC巧してちりミず， 

• MS-DOS 

このプ〇グクムじよ々，«本«な3ンビユータの操巧ク«ウ、ホgをデイXクじ*いた 

り«しいディ：^クも«!巧で»もよう>*卞ることなどそ斤4ことができ*ナ.MS-DOS 

は*らかるプロブブムを*巧》々る冉ちます• ♦巧化のオペレー♦インブシス 

クムを：Jンビュ■クじ*みをJない«り、3ンピュークをスタート#せも*じいつも 

MS.DOSをte巧ナもことじなりiナA 

.マイク□ソ7卜Window* 

DOS上でか巧し、プタブイブ又を*いてを*の用巧に使Bきれミず。マイク〇ソフト 

Wtndo«t OlTWtoiわw»と巧しJ十）じより、アプリヶーシaンの推巧や.ちBが*« 

じなり、闲時じい<々ホのアブリケーシ9ンそをら♦ることができるとともじデイスブ 
上々ブすイルめ«度を資aずることザでJミす> 

-マイクロソ7卜Works 

このプロブブムじよ0、ヴードブロセブサ、ザータベース、表JけI.パソ3ン11话1モ 

ザムはW*講んが公•でナ。）がゎぅことがで*4午。このプログクムはAなたのれ亭 

C大さ<«立つでしょう• 

■ザイド 

ホけされでいるブイドにはソーテ7クWneoo(kProコンピA—fをスタートさそ、»本的 
な度い方を巧*たわじと•餐な««がをまれていまナ,. 

• MnSooIrProューダーズガイド（拿書〉 
この3ンピA —クのちB夕法、やんれ、おもな»品クューfイリfイKついて»巧しで 

いiザミたオペレー♦イングシスチんのまな巧い夕じついでも巧明してい*1% 

-マイク〇ソフトWlndowsftMS^DOSユーザース#イド 
>^1»(1^が|グ,»1|から**な«い方じクいて81巧しでい«寸：WindoMじサ卞る«けU 

Wi*d0Mのアプリケーシaンの♦巧と#通ずも.なが♦いたわ，Windowの下プリケー 

シ■ンt巧う«じこのザイドか♦«の2巧nをRJれ4ことをわ十ナ々しt十6 

MS-DOSの巧ホ的襟れ、コマンド、瑪々などじついで含わせで巧巧しで*り*十> 

この々クシaンの»りじけWiriAiwiとMSOOSのtむ機11じついて巧巧Lでい*ナ> 
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がのSocAProシスチムのMS-DOS、WUKkwiのどちらも#Mじft明されたマニユ7もがM 

じgがされていt卞，ここではこれら々ソ7 J•ウェ7につい：■雖じち導できるようじR 

»をS巧しでいます， 

■M も DOS 

MS-DOSけたはMiawoADbkOp«nHinけがcm. ••输的にDOSと呼けれでい！ナ> > が 
3ンピA—夕0gjf<rオンさせる*じa常—卜Sせるブログヴムです■このオぺレー 

テ< ングシステムはその他のナベてのブ〇グブムくWわか>けを含みi1% )のたAじコン 

ビュータとB«した基本巧な嶺化t管«卞るもので十U 

もし！！)るアプリケーシ•ンザ♦るデータをハードディスク（>し<はフロ7ピー'<タクか 

ら«みをむ足«ザでた場を、まむMilじ文す < テい々グラ7ィ7クを«未したぃ 

と»、MS*DOSがその目nじft明され<卞《 

ミた、MS-DOSを巧卞*こともで夕ま卞。*卜*の3ブンドを"DOSプ〇ンプr 

(一»巧にC:>》でクイプヤること々巧をま卞，はとんどめコマンドはイ、ードfイスブ* 

るいUブロブビーグイXクじ巧しで!?ホを巧ろみ^でナ.は下のようをことザで多ミず, 

•ディスク4^巧含tR示さ々る 

•グィスタのブyイルを管aナる（3ビー、«ホ、を11餐«) 

-シス♦ムのメ々リを*Sずる 

WiWow*のアブリケーシ3ンのAt使巧ずるなら、ドを*接«る♦ 

会はた、一Sんかないでしよう。DOSの7•プリケーシ》ン《:度巧す4場をでもそれらの7ブ 

巧ケ—シaンを义クートさザるこをUかじIX)S3マンドイプすることはかないでしよ 

ろ，*たアプリケーシ9ンの中で、♦れら64が*なたのすーブを毎«^したウ、3ビ—し 

た々ずるのに任われることがもりまず。 

5らじ#しいことを!■りたい場かこはMS«DOSのマニユマルも二»<ださい, 

■Microsoft Windows 

WiKtowsiiDOSのもとで»巧しWinわWは••巧なアプリケ，シaンブログブAで 

はな<、♦ペレーf•ィングエンパイロメント{»巧H續；といわれ4ものじなり*ず， 

Wlmlowsの白«は7プリケーシaンを«うの♦よウ*灌じナることじAけJナ4 iたDM 

じはないい < つかの巧satナ 

\^»(1〇*りこおいで3ンピユークの«面は|ザスクトブプ1れのり•とIfばれiす。Win. 

わWのち*はザスクト7プ上で巧«されるフTイルやプログクムをftむ，N角い*た 

は* <々インドウ> から由来しでい4卞， 

それぞれのブログクム々、フアイんはでスクトププたに*アイ3ン*と呼ピれるもので表> 

されtず，ブウXをfliクでを*め！*巧を7^<コンU»しで斤うこと々巧 > ミ十：Wurfww 

ではマウスの巧わりに♦ーポードによも*!巧を斤うiともで > まずが.その«巧や、Hit 

gUよいものでけみ9ま々ん〇 Wがの巧を«いこなすじはマウスか、ステfブク#インク 

がザひ必•でナ），たとえば、アプリケーシ9ンの7イ3ンじマ々义巧ポインf (ち巧》 



tけftきザ、 

> j J 

ートさせることを1：||»し*ナ， 

じIつな上のアプリ>ーシaンをそれぞれのウインド々において宴巧さサる 

をます，最巧dそれぞれ巧7プリケーシSン々インドウはBE (ゥf々f•スタ 

いゥばいじたがゥでい*ナ* ♦上Uのゥでいるら々だけを見ることがでろ* 

L、♦なたけこれらを小さくしたり、K«さ々た々ずることがで多ミす，いちど 

)ウインドウをfクチ/プにザることがでミます，しかしそのftへも单«|こク 

ザることで巧ることが々»まず， 

もはかのアブリケーシaン巧ぶうじ、それ自舞の々インドウじで才—プンミサる 

き*ず。 

WiMoがの巧•としで*卞ぺでのアブリ》■ーシ9ンの*本的}*巧巧ま;i卞ぺでが 

ることが♦げられa卞，このiとはIつのアプリケーシ9ンじ 

巧*♦るか*#ナればそ々隹じ といろことそ*戍しでいi 

W«tow»の^そ?!巧しで 

ilkrかoft W内わじはウ■ドブ〇セ7サ、をれ»，ザ■クぺ—X,通aの4つのツールポ 

*^ゥでいミず，ワーKブ〇セ*7サブーんじよ々、ホ«々«带♦などので♦»巧巧十ること 

ザでさiナ巧わ《ツー*によ々、表の巧ftやaiu卜»などSホそ巧クたいろいろな巧« 

もおこなろこと々巧さiナ； 3たこ巧ータを巧じしでグヴフをけ*十もことザでさ 

tす、データペースブー♦じよ!)、さ4ざtなデータtldtを♦でこれを巧用十ることが 

catお》さ♦たザークはHft*じitぺ查义たり、ぶ夕なデー♦がRり化ずことがで 

i t十6 jisプールをa冉して■巧幸7トワークか*のゴンビユ■少との周で"T一fのJ 

]«々を巧うことがで>*す，電a因織を利用Lで:ifft巧うじはWじモfム••じ< 

けす， 



巧り扱い上の注意 

WわみPmシステムは度を*めけ巧から«みなてられでい*す*しかしながら、太» 

なシスチムじ< らぺでイぶ运■のこりシス♦ムはぶ <待ちかむIで«巧されもことと•ちい 

ま卞,これなからみで*なたのfークが宋われたりシムがグイージt受けたりしむ 

ぃよう、は下にK明ずるを巧貝についでかこ巧»t化ゥでください， 

. 3ンピA—ク下Sせなぃでくださぃ* *たいぃんのを3ンビュ-ク巧上じのホない 

で< だ！?ぃ• 

•どうしでfc必要なとろな外は、コンピュータめftけ中、巧じハードデイ又ブ々ブロブ 

ピーザイスクろ>件中じなコンピュータをなftさザなぃでくださぃ。！た1*ナブ»後 

のれ8*も#ftさ々なぃで < ださいレ、ードイスクがそをタム卞る*で）， 

actグプタを«用しでいるとががIOO-MOVのg■で ることをわ■か〇< ださ 

い，こ々ことはホれじ持ち3んで巧厢Lたとさじ«じ直«な«目でナ；IXt正ボこ 

の«田を*えでいる*かこはけクしでACアダプ♦をaし4Jなぃで< ださぃ。 

• 3本クを々けたり、はザした々ずるとミにW♦の前じコンピュークの«*を才7し 

で < ださV、 

•直#t日ホの*たるところでみ巧«3>ビュークを任用Lないで<ヴさい，の場巧 
(巧の相せa*)やはこ々の多V、♦巧ミたはnれたホでコンピA—♦を巧巧しなぃ 

で < ださぃ* 

•«Wなわんゥたもの々日の*ぃがなどで，イスプレイの巧Bt巧かなぃでくださぃ。 
.崔6を巧をずるもめ、巧ホを巧里ナももの、♦-«巧巧、nil巧のブスの巧< じ3ン 

ピュークをお♦ないでください，»«で夕る»«の*巧は〇〇*からが**でで卞。 

• ACアグブクはソ—♦ブブWloBoかみ〇コンビA—ダは炸じけIt巧しなぃで< ださぃ♦ 

•ACTグプタのy—义はサWしなぃでくださぃ。このACアグブ♦は«理卞るたAみg卞 

ることなでさ*ザん> 

•ACアグプク»*«卞もと夕じは、コ—ドではらくケープル々ブタグt1♦ゥでけゥでく 

ヴむ、 

• AcyグプタそM、*度の大き< Aなるところじさらさなぃでください， 

•ACブグプ*をはこりや木5Rのみるところじがかないで < ださい,ミた«11はザスのA 

ろところつまり、有檐*«などの♦»るところじおかむぃでくださぃ• 

• AC7グプタの巧±卞も•のそばにわかないで< ださV>o *た»«日光の*たる♦ 

Wじtt■しなぃで<ださい> 

actグプクなげた々、落としたりしなぃで<だ？い。iた上じ«ものそなぃでくだ 

さぃ， 
•らし、ACTグブ♦から«かこげるような典ぃがしたり、ACTグプタの巧■ザたぃへん 

Aぃとさじは»ちじACコード«•巧ぃで< ださぃ， 

LCD デイ又プレイ）の哀Hじついたごみを巧りKr<♦をにはやわらかぃおfr 

«ゥで，ぶ意aくがぃで<ださい，»»々の3ンビュータシSププじd■面を巧くた 

わじ專*じ巧われた巧が*巧されていまずので、これ♦•(用ずもこともでi*す" 

- 7ロブピーデイ式クする!*なじけボ11されでいろ• 3.5イン子*イプのa庆のブ 

リーニングデ< 义クをぉ零|^>のぅぇ斤々で<ださぃ。 
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れ下のソーテブクの*&な*«的じ巧»しでいたヴ<を要が*り1す> 

•充1*^くブチリバ7ブ：《«<r巧ろことがで>な< なったと夕じ定*しt卡。i4M 

じ#しいft明がAりiす> ) 

•リチウムパブチリ•このパ7テリけ巧*の!♦れ，々レングじ>«を«巧しでいt十， 

コンビ*ータのそすヴさサたみi，〇4<»バブテリAうーザホの«*オン時じ5示 

されるようじなったら、おホA巧巧S巧にtせをで♦ヤるようご巧示くだ»い♦ 

|«|<»>バソテリパブクのち 

どのilfllザ♦り<す,ソ 

Iのちかtコンピュ_夕をW 

•テククのgSす* Ainew 

タザ♦も6じMす♦と.爾巧ヴgnすみな 

片々寒*バッ♦リバック«ゎ»かのク义否» 

OauDon: TTwfft « a you In—rt a 

"• corrpui^r RepkAC* on^ with an }Mn8ookPr Pro tnttary witfoutd by SO巧ご 



さあ、はじめましよラ 

WrtBoofcProU竹*しで < るホガイドには3ンピュータtセ7卜Tププし，I•巧ナるたA 

じを*な中べでのflHIがをまれでいJ卞，1«では^18〇〇^^巧〇を巧みでな巧卞も場かこ 

どのようじしたらよいかを»下の»ス^-ッブじで11明しでい*ナ： 

1) システム«輯成♦々各藤に情れる 
1章は、ヴンピュークのみ度tどのようじI*がすればよいのか，«っでおくぺを»*を 

巧巧しでい*卞* 

2) パプテリバプク43ンビュータじ組み込C 
Wnaoo*rみ0コンビA —ブはACWSJたはパプテリ亀濯のいずれでも*なさ♦もこと 

がでさft. HA化*のとi、バプテリバブクは巧«された化1!1ではみり4せム，ホ 

■ナかこは一*餐*されでいるパブテリバyクt巧り巧し，车#とバ7テリバ7クのJI 

子々みいだに«*れでいもがれをれウ»いでから巧びバブ>^クパブブを*着しで<だ 

か* 

巧*はACァグプクが»«5れでいれば、めか*闺30みで巧/しiナも««の《翁方な; 

はI章のを«の«警の後じA明されてい*す，， 

3) シスチムの巧Mと日付を&2する 
I章の巧ウでシスチムの時■ミ白巧をすを方をを«巧しでいミナ> 

これらのステブプをへで，Tプリケーシaンッブト々ぶTをシステムヘインX卜一ん卞 

る奉■が養います。 

はTの«けちAると»じどこに»明がAるかを巧么たAのキSか々となりミナ。みな 

たがg•のみるユ■ザの4をでも、Xマークのついている項目くち義者巧け）はg狂 

LでV、ただけるぶうお賴いftしt卞。 

け截«白 巧巧の♦巧 iHkホのかたは 

暴本巧なシXクムの«或Sるの«« 1章 

パブテリバ7クのお* 

aンピクーfのお16とたy卜Tブブ 

1* 

1* 

X 

X 

ブ^ータ巧巧ィfVTの取り巧い 2« 

今ーボードを任う 3« X 

パブ♦り奢度ろ 4単 X 

ォプシ3ンホる 7章 X 

9 



本文中のまミがこついて 

dskccpy このネ体で*かれでv、i义ホは示されでいiとわ々じキーポー 

ドからクイブされなければなりtサムC Wじ巧示がなければ太 
文ネ、小文ネのBWは♦り♦ん。どちらで巧中ることがで 

をます， 

SystemConfigjratiGnこのホ1^で書かれたスネは3ンビュー*の■面に表弔きれでい 

るものでAもことをホし*ナ4 

〇 この#»で< <られたズぞ列はそめタネの示ずようむ♦一*巧 

をホし<卞。たとえけ<E«er>U•でとがタタれた♦—を巧卞 

ことを巧し*卡* 

<〇ホw<c> 年ーボードの年一なこのキ#でE«5れでいtず。«Kの♦— 

をttAをわサで挪ナと > じは♦でつなけでい*す> この«でな 

てtrtとが卞された今•とCと巧すされた♦•をPWじ押ナ•こと 

味しでいミ卞レ 

I—な意しでいた巧さたいことが書いで♦り < す， 

»巧キ嫉上4たはRり*つかV、上公ザttんでいたださたいこと々いでみりJ 

ft!デ^巧ゥでぃ4と汚村クことが*ぃてみり«す, 
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つたときじは 

このガイドを参巧してもソ•♦7クWnftx*AoコンビじMナもH■がW♦しない 

場をじは* U下の♦クニ々ル々#ートセンfにおWいをわ才ください♦ 

，B鲁々かW卜7お6 

A式を化ソーテックテクニカルサ^ー トセンタ 

月■日から全■日の午nio«から午tt4時tで1&S日《のf #>す.> 

この香かこかける«じu下の々目を♦«»れでいるかしでください： 

-どの代a®かん■んミれ*したか7 

•コンピュータのシリでん♦♦ («♦鲁ザ），これは：JンピA—クの»■じMりクけで* 

る、ラペルじ®aしで*りiす。 

•M■ゎでさるだけ0しいみさ 
• 3ンビ4 —ク♦のtの 

その化のガをとしで、そのM■のれ明をこめじけ属するチクニ々ルサボートFAXシー 

卜泣ん巧*じEんいただ>.なTの香夕巧にPAXでちがいた巧<巧ちもみりtナ。 

W•夕:〇415<^々666 

#式金わソーチックチクニホルサボート々ンタ 

tた、»巧の«さミたは»おの#れの巧て巧けは下のとこみへゎ«ぃぃたし*十> 

なわ、ごeをのMじWをずと两じ義をI頓を«>パ7キン）にでごXSMいXす； 

K巧*号231神擊WRMI巧n中B太S巧巧n單aビル 
«3Cをたソーチックテクニカルサボートセンタ 

巧 
HDひする場ろけドクイブの♦の隹aもし<は2♦となり♦f, cnされrいる 
7プリケーシaン，y — ♦♦の巧■.1•な4いたレかOTめで■■なものじついて 
UAf 3ピ—奮とるよう巧11いいたレ>す， 





First Step • 

•この•では 

• 3ンビュータの角け»め 

•Sfiの««、寒夕とマイク〇ブロセジヴシステ厶 

•ステ<ブクポインタ 

-コンピュータの巧齡 

•日巧、89巧のSS 

-3ンビユータのyたダト 

この產けソーテックWi^floo*み〇コンピユータの»本的WWAとど 

めよラじプリンタやがsモニタのよラをnぶ度«すftかじつ 

いてしてい*す，この寒の最«では*f«巧に化ず斤わなけれ 

Wなら夕いIいくつかの好81な度ftのAfFち注C食々たコンビユー 

夕のスター 卜方をじついてKWしでい*す， 

そのか0コンビュータt巧クたことゲ6る4含け.この產のい<ク 

クの«Bは巧レた < なるでよう•しクし、システムの«芭る， 

色6、システムコンブィブレ—シ3ンの巧法じついてtt—*目tii 

しでわいてください， 



Lータの閒け閉め 

もしなおの巧HでftMした巧意冉そお«みになっでいない場々はこの巧に*む蘭じどろザ 

化量度をお度みになってください， 

IコンビユータをMける 

コンビA—ダをMけもと >にははTの!!のよろじコンビ4一少をおいてください， 

ここになコンビA—クの两Bじスクイド»■がそれぞれIウずク♦り*卞。 

け3ンピュータの«|に阳かッて«方巧スゥィド巧* <イラえ卜じ巧ずようじ）をスライド 

2)々パーをピ1>而®のRや十いA«JでBささザ，Acyグブきれでいなけれぶ 
|的度*で11|けることがで？^^千， 



コンピュータの巧け坊め 



WinBook Pro各がのが巧が巧 

■を前から 

1 LCD*面 _ 

2 LCPAiiMIブ 

4けーパLED 

リたVトスイブ乎 

$ HW)スロブト 

r—ザ-ド 1$1C々-ド义口 

SLEWこけシンポみマーブゲ巧巧されでいさす各シンボルマークけU下の«のよろむW 

巧となつでいJナ.，それぞれの味けこの*とた巧されでい1す> 

ご tcれ巧 墙 cnsikm 

の naわ9 
1 

Ntwロプブ <た!| 

e 
HDW わ。 

A 
CAPS 口 yクリリB 

固 PDDli^S ム srRLロブク化* 
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1, しcon 

LCDMAはLCDOfT度じみる点WじよりR.らされ、コンピュータのft巧中け4常点巧し 
でいます，電ホの巧巧巧■をがばナたAじ巧ちしたaみのAいだ3ンピA—夕が度 

S化■にないとさ、自lift;こK明«雷を巧ることがでを！十。«か♦—«•押サばのな 
巧でさもれ態じHり*ナ，け«のWシスザム：!ン7イグレ—シ■ン•のa日t»せて 
わBA ください。） 

2. しCD■■のRUmilノブ 

LCDilBlの巧るさを*«卞るたAじffi巧しtナ6 11やナいおるさじ»«して < だ》い♦ 
ただし，明も<ずれけすもはど亀池そifilILtず。 

1蒙 First wtep 



^このUOダjR巧申;：3>ビ3 ■夕の*ggすフにLてないけ》なん* 

2) FDD^クセス 
フロッビーザf义クドブイプlU下FDD:.の度IH中じこのLEDが在打しtナ: 

3) CPU巧■«巧 
CPUのスピードじちじてLEIK)をが«化しf十。巧たじさ.巧していもとCPIリの又 

ビードで16なしでいます.パワーたーブ巧わるいはCPUスピ—ドをLOWスビードじ 

*巧すると，オレンジらじ•冉なしミナ， 

4) NUM□ブク 

バの4〇プク«巧に♦ると，このLEDが.ななしまナこのが*のとさ*1^ンべデプドキー 

パブド«をが度えるようじなりミヤ。1，3♦も6fせでお巧みくだ？い，> 

5) CA巧□クク 

CAPS口，ク化巧じク>ることを示し*ナ；このとさ、アルブrべブト今一はシフト年一 

を巧きずじたえぞをん力することがプJミず. 

6) SCRしロック 

SCRしロソブか*じ♦ること«•古しミ千♦この♦ー ドにおける巧い方はアプリゲーシ, 

ンブログサムじよつで*なり*ナ， 



WinBook Proきffiのがな挽巧 

8. HDDス□ット 

HDD々ートリyジがここにR納され1[す。獲遣卞る> HDO々ートリブシぶり化しボ> 

ンを巧ずことじより、HDD々ートリプジtKMこ夕け化して、«りれずことがで > ます， 

コンピュータゲネンにタクてい々IttHOO々ートリブジ♦■りパ^夕いt<だ夕い• 

6. キーがード 

奔ーポ，ドじ«しでは》章じみる化巧^おなみ<ヴさい 

7. «gスイツチ 

このポクン*•巧卞ことで、3ンピA—ブをホスベンド-レシ'A —ムifせることがでタミ 

♦ ♦ 
<な、パワーマみジメントメニA—の巧そじよ々，このボfンを押十とg*を♦ン、ネ 

フ*せること々巧を4ナ*バヴーマみージイントイニューの操れ方まじついでは5«シ 

スチムジンヴィグレーシgンのパマ■マホシメントメニA-のちt巧tおRAください， 

jMk "ー ドティスク（«)か♦フ〇ブビーディスクドクイブ：F00) 6«>单;こ<*^オフじしたり. 3 

•^ピA —夕»かしたWレないで<だ6い,じした♦. 91プ«4(1&乂する«*な巧け^ 

上>クて<6«い• 

8, SSRAMエ Uァ 

このカバ—を押ちJ••けることじより.SSRAMSy* —んそ«|«あもぃは«り外ナこ 

とがでさiず-その方をじついで#し< は？章のRWもわ■(み < だ5い。 

9.ステイヴクボインタ 

♦ーポードのやみじAるかさむ巧运々け子イツクボインタで卞-このHIUマウえのrt 

わりじブログラムの中で度WナもことがでSiナ。巧eめを場に巧を«くのザで々ーホ 

を«かしたぃ方みこ«く巧しミィ.巧しい使い方じついてはこの掌の»tそわ*A<だ 

さい， 
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10. yセツトスイツチ 

シス♦ムをりたブト卡る*をじこのザ♦ンt押し1十..この||^じより、度«している 

午べで々どんなブ〇グクムもグ—> をた—ブ々ずに»了し、システムが〇〇$を1^プート 

し«ナ。一«巧にシス♦ムが-バング（度でしtろ）"化巧のとさか、♦一が—ド 

からの入力に巧しで氏Eしな< なってLミったとJじのA巧巧しミナ。 

11.ULED 

コンビA—クの>«がパブホりのみで度巧時にオンがじAると，*をに•まなしま中" 

パ7チリな巧巧にパプチリ/いクの!*»ゲ少なくなると，オレンソたじ.なな«化し* 

す，ACアグブ♦人力が巧彼されでいる♦*，Hfeじぶ巧し4ず•シ又♦ムがサスベン 

ドサ、»じわると1£0くよそのと#巧«]«*冉のをじで.#«し*卞， 

12. 巧化の 

このLEDけ*在の*ホの*■のれ苗じついでRホを巧いま十e 

電»がホ■やはオレンジ色に.ななしJナ， 

«*が*ホ>じなると.aをじ•ななし*十。 

ち«中じなんらかの異*ゲ巧ましてそれじ上夕«ができな< なった場をは•沿がしま 

十。ミた電活のみでACアダプタホら給電されでいないとミも消巧しでいミず， 

13. 1C々ードス□ツト 

この1C々ードスロブトにPCMCIA«»ホ«のに々一Kを♦着して««卞ることがでもS 

す，PCMCIA々ードを度巧ナ去とさじはソケブト♦—ビA、々■ドサービAをttrtと卞 

もプ〇グブムをインストールずるをSザ♦りミす；»し< は7♦の»明そわ度み < ださ 

1ん FDD 

ここから15イン♦フロ，ビーザ< スクをtf人し5卞。フ〇ブビーザイスクを巧< とさ 

じは内めのちかこ*る〇ンを押してくだ5い， 



■をのから 

■H 
ク♦わ巧ちの場み• 

at々AAW巧ずも三 

!«« しでnKめ V を Wrteook P/0の 

21 
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1寒 First Step 



4. UNE IN (9イン入力）at? 

CDプレーヤなど音***の化力をこの翊子に♦彼十みことでその々をVVわSoofc Proの 

やじ«々这み利巧ずるこkがでナ， 

■後ろをから 

1. DC入カコネクタ 

ACアダプタをここへ*•しf十. 

2. «巧ポート 

JB巧•»を}1«十るみポートがこのムたの中じみりfi% ノブを下げなザら、Aたを» 

けで <ヴさい> 
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WinBook Pぶち巧のが巧が巧 

•パヴチIJち着エリア 

この王リアにパブ♦リバ7クをお霸しミヤ 

，パブyりパック取り化しボタン 

パ7チリパ7ク«*«り化ナとさじこのボ>ン*押しtナ。 

リッジno化しポタン 

をれり化ずともじこのザ*ンを押しS十, 

•ムウエアなMがカバー 

• -♦の*本Bけを♦巧卞るブログラムの書さ込！れたにれこの々パーTI••巧 



着されでい»ナ*この*々けソーテ7ク♦クニ々ルサザ—トホンタでのA度角十る目 

«じ用»»れでいもので、（■けないで< だ5VS 

I巧ぶS置へのttl(巧 

巧ぶ»»の々をじついでは7*をおaみください。をポートじはシンポルマ—ブ々巧 

まれでい*ナ*るシンボルマークの意ホはWTに巧卞とおりで卞. 

リアル*«のケープもを径巧しで，巧Kモfムなどのシリ巧を巧«し* 

このポート；COMFORTA'けa常ではTOMr <7プリケーシaン々巧わtずる 

リブんザバィス書々のこと> じfiliされでいま寸ゲ，5*でft明卞るぶうじシ义そム 

てCOM1からCOM4まで»や十る :がでさtナ, 



r 
WinSoo* Pros巧の％なお巧 

2. «CRTボーh 

竹gotrを«»し*す。 

3. ブyンタザート 

バブレルプリン♦をブリンクケーブルをftlHLで度«♦ることがでさ4ず，このが—卜 

はa»では"mr (シリrんポートと円«むポートのtt巧*々）じBfをされでいi 

すザ足*が♦れば》章でRWするようじシ乂テムコンマイグレーシ《ンじてLPTIホら 

び巧«で6ちナもことがで>*卞， 

4. W年ーポード•マウスポート 

れ»巧巧0キーボード^»|1卞ろことがで»ミ卞，ミた明it巧Kのキーポード•マウス 

Tグプ♦を巧巧ずれ(かマウスを巧«することもで> ミず，7•のa明をわ!{み < だ 

か、 

5.にカードがート 

PCMCLMI巧タイカ巧に々ードを2度ミで••ずることザで！(ミずPブイのの々ード 

の♦をはTのスロブトじltt«•♦々ことがでささす. 7♦のた巧をわ«みください* 



ステイツクポインタ 

VVわBoofcProコンビA—fはスチ< ブブ#イン蕾しでい*す，Xfwプブポイン 

はWnBoホ戶TOO年ーポードの中みで 一で•々各年ースイブ*のかこな■して 

い4十Aマ々又も度巧するプログブムの場をじな、■面上のポイングをホgのな■じ 

ナるよう、又テイ7ク#イン♦の巧讀に巧を»れ、8く上下ちちサ巧じ押しでくだSい： 

tた，丰な:の！!面じみるちを々ポタンはブホスの在むのポタンにそれぞれ柏Sしtナ。 

スすイツクポイン♦は、どちらホの串の入巧Lかで推巧し*ナC巧*じよゥでどちらかの 

中巧ですることもでさtナ4マウスのAをと巧橡じ、ボ<ンタを»かしたい方巧し•« 

<巧しでやりミず。スすィブブポインタ♦のものは苗ちされでわり、巧で押しでもWi 

さ々ん•スチ/ブクポインタじ巧;こより抽えられた压力そ〇の巧じ3ンピュータゲ<*化 
して、マウスと间»の«>を««しさナ. 

ス♦イツクボイン > (マウ又）の«いサじついてはそれそれのアプリケーシ3ンプ〇グク 

ムのポイドを參巧しでください* 

■ステイックポインタの色S 

义テfブクポインダはPS/2ブウスと丑はが♦々！ず• 

• ♦ーボードポートにPS^マウスをA巧冉»した場をけ、巧氏<^>スティプクポインク 

はな止され，外がこ#«した1^2マウスが巧巧して*作しミサニ 

•ホ*♦-ボードボ-卜じ年ーボード•マウス7ダブクを巧巧LてP&2ブウスそ巧众した 

♦な;よ、乂そィッブポイン♦とか*じ»aしたPS/2マ々义そI巧巧に巧巧ヤiことがでさ 

さナ4 

•か«シリアルがートじシリyんブウスを«巧したとさじは、巧®のスすィ7クポインタ 

を»と1»«じしらいと、«巧ナるプロダラムじよゥてけろま<«巧しない>#をがAりさ 

ずtこのよ々なとさは、システムコンブ<グレーシaンプログタムを巧び化して、 

みickPoMけそDUかfeじしで < ジタい. 3掌のttWtわ巧みTさい， 



巧ぶ 

ACTダプクが!！*されでホら巧2時M汾かで、パ7テリパブクは«た«の找»じなりミ 

ナ， 

バ7 ♦リバブクの*«巧をの»しいM巧U4*をおRみくだをい4 

か^Soc*P巧コンピA•クはこのはか巧*じリ♦ウム電活をしでいま卞：こ々«かけ 

WVlSOC*みが:•巧打、々レンダとシス^ム3ンフ4グレーシ3ン巧ぞを度巧十るた々じな 

巧されていiナ 
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マイクロコンピュータシステムじついて 

がのBoofc Pのコンピ*—♦は、Pwiiomプイク0プロセ7サt巧ttLでい4卞*ブ〇プブ 

义ピードな*^でみ*卞，aいクロブクXビードな<^»の任巧巧怕をより*<ナるたわじ 

蓮が卞ることザでみ1ず， 

一WBじブロマブスピードを*おナることがでをJす，掌にを押しで < だ« 

い，（シスチムは常じaいクロ7クスピードで*巧しJナ。<Fかwr>を押ナことで里い 

スビWドに»と卞ことがでちまナ6もろを押十と*いク曰ブクスピードじ 

Rりまん） 
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L —夕をスタートさせる 

コンビA—夕そオンするこ、g巧!•巧そずベて接减しtわかクけれけなりJ♦ん，ma 
MのfPWじついては7章のR巧tお巧A下？い， 

このセクシ•ンでなむTの巧*を巧ることがでiミず， 

-ソ—チブク1«〇0〇か內〇3ンビユ—少を«巧じ度用卡ると» 

•巧*畔れ、々レングの時巧、Hせそ巧ち卡もとさ 

■ここでを■なもの 

• Wnaook Proノー トプvク3ンピタータ 

•專用ACアグブ> 

•け■のACづード 

■ACアダプタの»巧 

mi Wl^^8oQkみo^ンビAータじ«W夕れたAC>ダプタiJfUift1Hじftgレ»ぃで<だ« 

ACブグプタを播鞭しSナ。 

aンピA■クのiUIWじはバヴ♦リバyクはをのれ巧になつでいるので• 3ンピュー > を 
义ダートさザるとをじはACTグプタも巧いもこと々去でず（バブ斧リバブクじクいで 

の#しい巧をは4*のK巧をおttA ください > 4 

パブ♦リバブクU出雨時にttlMi(なさAで儀されていSf, 4Sめバッ 

♦リバックのの«自餐わttみのろ文.バッ♦リバククり分しでIMilftt■り 



■ACアダプタのtt巧 

入力》史 
入力■« 

巧ぶ巧 
化力«巧 

化刀 
ttけ姑 

Iか2のボルト♦巧がC (白ttVE巧り9む 
ITンぺ'T 

50tたはが、ルツ 

■がい 

2Jアンペア 

5•巧で 

■3ンビュータの巧源を入れる 

コンピ4—夕をミだ■けでいない埼をは. 3ンピュー*の々バーの肉Bじ♦る巧おを3ン 

ピュー^^の睛じ南かつで义クイドさせながら，々バー«•}♦ち上 <巧1いで < ださい• 

パブサリバックが3ンビュ—パこナでじA翁Sれでいる場をは、コンビューfのや♦舆の 

aののがナレンジちに々:巧しtナ.この.ちむけ、バ7チリバ7クゲ|»着され、无tが 

巧われでいることを示しS卞。（4章のホ■の*口も#サでおRみ <ヴさい，> 

キーがードのもa上度に♦るISXイブホを巧しで，はなしtナ（间じ*巧で、aン 

ビ*•ブの«#をオブさせることがで*ミず）。 

H00> たなFODクアクち3中でAる; 

も♦とはホタ<とも巧わ口上Wつで< 

w•如こ 



コンピュータをスタートごだる 

■■新情!！をよむ、バックアップを®る 

シスすムはeこなffUMを自か巧に«らサ、その««を巧宙じ巧示します.その 
後シスすムは把T々ような•ようこそメブセージ*を«示し*す： 
このでLCDち■し•みる/ブtBしで > コントラX卜と«*を)1やずいよろじ■#しで 

<ださい, 

toiUummixkl 

ようこそ 

がをおホ〇いただを2ことじA々がとございミヤ， 

わたしたちの3ンビュータを*巧巧じむ々、お»«のtt事.キ•まポー■« 

*きれることtW巧しでいます， 

巧巧を化/一♦ブク 

なじホ♦—を巧ずとパブクザ7ブディストブトのけ«のな書にザけミず， 

パブクすブブ巧«後，UTめよろじブ<ブずるとユーサーズダイドにgさ 

れでいない、«新の请«を巧ることがでさi卞。 

README<Emef> 

システムのハ-ドデイ义クじ«ホ化巧としで!!HBそれているブ曰グタム、デーブのft呑a 

巧が一のときのた〇ザィスケブトにバブクァヴプがとれるょぅじなゥでぃ*ナ， 

メブセージじしたザ々でg巧にバブクアブプをれゥでいただくことを*くお十ナAしt 

■巧巧々レンダ、巧れをな定ずる 

VV>t8cがPrt)3ンピュー♦は巧»じ時れ，々シンゲ*化を持ち.常巧これが巧を巧んでい 

*卞。この情«はザータフTイを巧*した々、«eしたとさなどにお)巧されtす， 

巧にコンピュークtスタートタせたとiじは日をっていまそん,日が-# 

flを十るじけD0S3ブンドのDAT巨とTIMBを巧巧してくださいf (システム:？ン 

ブイダレーシ4ンにで日け•巧«ををわそもことんでを*卞が，0OSゴマンドを«巧した 

けうがよ々■[♦でず。） 

tlTのをステクブUrt度Rか•々レンダt度巧卞る方达をザしでいiす.DOSブロンブト 

じでUじわでくヴさい。 
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1)DATEとタイプして<Entor>を押して< ださい， 

巧在のかが巧示され、Aなたが斬しい己けそ♦イブすらのを»つてい*卡* 

•美巧00S> 

な rMdBな isThuOS*23* 1995 

ErternMdhte (mnvかが）；• 

>日怖2巧95^0S.23从） 

新しいBWtAカレてくだむ、(yy 

左しい目けがさ示されでいる場をじは 

プロンプト(こ*します。もしシスホ 

W 9 ♦ 
r-mm-dd): 

は <&uef> を; 

ムの日巧を1 

押しで，本3マンドを巧了さサてDOS 

«更ナるなら、 

2) 巧泣のB巧をタイプして<Enter>t押し褒ず. 

fl、日けCはIまたは2ケタの«卞fri年には巧# F3ケ♦のRホイブしで < ださ 

い，それぞれのMじは，、イブンtタイプしで < ださい， 

3) TIMEとタイプしで<En化r>t押して< ださい， 

巧任の時«々巧示され、Itしい時tfをクイプ卡るのそ巧っていtナ。 

•巧巧DOS> 

Current bmeis 11:23:02.06 

Enter new timr 

•白本ftDOS， 

巧をの巧Wiパ;23;0Z.06 

賴レい時«を入カレて < ださい， 

正しい巧«が表ホされでい4♦かこはかけ>を押しで、车コマンドを終了5々て1)<» 

プロンプトじ*しaす，シスホムの巧巧を*更するなら、 

4) 9在の巧《«タイプして<Enter>を,し， 

時扣、巧、れをそれぞれ2ケク巧R卞で3 ロン-;■で14巧りながら 

い；IWMSちI 

イブしでくだろ 

H •じシステムの■■が,Hえt■かれAtyうCとザ♦♦ホもしれ$サA，多みAなた 

バ7テリでiWさザていtシAチムザ自U巧じ«■力け•じタクたとC々tご懷じ 

タウたのだと♦文sf, ♦—ホ押ブげ》たそのるけザです* ««た 

幸•ド巧»t々レホた.た•、方にウいては4*のパブテリでft々タタる.なtのシステ 

ム3ンブイブレ•シ8ンめ*■♦わgAくだ夕い， 



コンピュータをリセットする 

3ンビ*ーブが挪々反巧も巧さなくなゥでし*つたとさじは，システムのを才7にし 

巧«オンにずる巧わりに、リセV卜をかけることがでさtナ。ただし、リセ7卜操巧はシ 

义ザ•ムがサスベンド使gじAるとみもホAtザべてのRAMの一巧的なだ雪をナベでMま 

ずるのプ重*なデータはみらホじAfW XクIこセーブしでおくことをお卞十ALま卞 

MS-DOSにおいてU、♦-ボードのとM巧に巧す、ミたd<B«k>そがすこと 

じより、ブログ9ムの*行t中止し，《$-00«のコマンドブロンブトじ»ることがで>* 

ナ。とターがぉ>でし*クた*を、リおブトをかけも«じこの々ををザ*tしでみで<だ 
さV、* 

リ々7卜UWいかC♦巧ACよつTもブ□ブラムからftけAすことグで6ない♦«(のfいて.リ 

\llgf セツ#かびないで<だ♦い.一»^プ〇ブラムじけ■レいデータブす♦遞を，£«の方さで 

ブ0ブブム«»了《ザ4けれげな6«いプ〇プブムザ>け*す，このようタブ□ブラムしてい 

でリ々7卜（ヴけ♦と，f 一♦のM♦じつ々がるりSf, 

キーポードからコンピ■!•一 ♦をリセマトするAftは、のをキ-t貝時 

じ押しで < ださい. 

もし，キーボードが及巧しない場かには.リセブトボクンをがしでください* iちがiで 

リセブトがかホちないよろじ> このスイV手くi度歲的に巧しじくいようじながされでい1 

卞*このスイブホ*^巧ず♦かこは#ールペンそかクリ•ィプをまゥ卞ぐにした1うなんの 

で巧してください，Vたプトをかけるとgnu巧的じ哀でが«え，その巧コンピ;1ーク 

liMS^DOSを巧び0— ドしミ寸（ハードブ^fスタまたはフロブビーデ < スクじMS*DOSが 

«»込2れでいる♦含>。 
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ディスクドライブ， 

♦この章では 
•パードディスクドライプの手入巧と*?り巧い巧 

-フ〇ツビーディスクドライプの手入のと巧0巧t巧 



ハードディスクドライ 

ブは、エ««:。じ十 

•ーマブトMがされでいtナ，Jた炸のS、 

リがな*ミれ、DOSやWindwiの7Tイル« 

.クドクイプは取り«し々巧*でず.巧来5らじ 
ホち*のハードザイスクドクイプが巧*5れたとi【こ夕♦十もことが巧度でず；Sた、が 

にハードザイスクド9イブを用Sし、そこへをgのすプリケーシ■ンそ巧煮しでを«じち 

じて夕♦した々、フ〇ヴピー'Tイスクをaおしでデータt3ビ—し、その/、ードディスク 

ドライプをををのたA巧の♦巧へ巧ITしでお < 事などん6mで卞e 

Cおた4い 

>ろぃ；1||||す々||じみザ3ンビュータの電<ヴ>7じタク 

•ド«•でちいけ*ザA. >とソーfックのードティ 

(W下HDD)を0リ«^ずには 

<だ»い{コンピュー♦なホスペンド•レジューム饮« 

4章のR明をおRムください），3ンピュ—>狂*じAるHDD 

•トリ7ジ巧りかしボクンをしゥかり巧し込んでくだをい•さらじもう•片の丰でHDD 

なのな面Mを巧ろながら、曲にかかゥでA々< 々9け化し <十（このとがの〇そ#と 

:りしないよう十サま童しで < ださい）， 



八ードディスクドライブ 

Iハードディスクドライブを»着する 

ハ■ドデ<スクドウイプ（瓜かを巧看すもじは 

むコンビユ—クの■*そじ卞々 < サスペンド•レシ•ユ•ム♦ー ドではいけ*ザんC # 

しい巧巧は4拿の*I巧をわ«み< ださい）， 

むHDDの#着スロブトじHDDを除かにスウイド？#ながん}•んしtす；SBのHDDイ 

ジ*クトがグンがたいらじなるiで、ゅクくリ1?し这み2卞.| HDDは約にホ卞ような方 

巧じし々イ》巧でを《4ん.♦:こ»人でをないようなとさじはみしで力tこAザ 

じ、もぅ一«乐しぃ内>じ记>ひ巧阳>をんれ香ぇで<だ*ぃ， 

ドタイプを巧*し»えたら，シXチムを®巧ナも巧じと•ずシスすム3ン7ィブレーシaン 

を巧わな < てはなりSホん.ハードディスクじ(■するセ7トデ7ブけ！:!®的に斤うことも 

で多ミずし、白みでがナることt巧巧で卞ぉ《の泛ミカ出こついでは)章のHartれsk 

々巧白そおくヴさい。 
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フ□ッ 

WわかけcPro丰なじ巧* Sれでいるインネフロ 7ピーデf又ブト•ブイプユニ7卜は、》 

モードじて*け町巧むたかな)1；&^ぶ《.1.4449じて|»なしJすむ#しい夕なじつみ 

t Lで;iMS-DOS6.2；Vのユーザーズヴイドそご♦巧< ださい0 

■フロッビーディスクの取り巧い巧 



フ□ツビーディスクドライフ 

いむらな、そのブロ7ビーfイスブを、*を达み«止に卡もことがで夕iす <ゥイトブロ 

テクトナる）* 

ブイトプロ乎ブトをけうじはフロ 7ピーデイスブグ>«•を上じしJす（7 口 7ピーデイス 

クのかいこ金■の円*がJ1えるはう々qmでf ♦ーザの々ドに下Bのよろなプブス♦マ 
クの«の5#ること々でさる/7ホがみゥ4ナ， 

パタなれ« 

書夕這み»止クプチが"上じなつていもとを|上坦の*ボわのれ|1}は，ブロブビー 

デ<スクを7*ーマブトしたり、♦さ化んだ々，♦のとのフ7イルそ酒ホ十ることがで多 

ミん 

*さ么ムメ 7チが•卜飼"じなゥでいも <のAい巧がMいでいるホ*)と•フロブ 
ビーグィスクの夕を}«去したり、上書さしたり、どんなデータもfi化ナることはでさ 

*ザム 

IフロッピーディスクのFDDへの粗し入れ 

70ッビーディスクを«看十る場を;！、ウベん面ti:•じし，シマy夕のあるけろをさ> 

じFDDのかにHんしまザ，ブ〇プピーブ••ィスクを正し<«<でみた場をな、卜で〇イジエブ 

トポタンAHRび化しJず,ブロマビーデイ义クをRり化ナとさじはFDDイジとクトが> シ 

t押し1：、7口 •ビーTィスクそnりaJLi卞r 

馬 

2¢ディスクドライブ 



■ 3モード《)0の化巧方巧 

W'nBookPf公iMiけoioft • M$E>OS • Veけいa6.2iVのJそ-卜•け巧ユ—イりチイ 

<I024FDIを♦ボートしでぃま卡a 

ホ巧巧なDOS/V»じでtt巧巧*なフ* -マブいWKBと1.4446じ巧えてIJMBフ* - 

マブトのフ曰7ビーブイスブのSA書ミを巧*じし*卞> 

Win80Ok P/oを》モード巧巧じするじは23りめ方をが*ウJナ。 

1.CON前ぶYWStftMMnWi 

CONFiaSYSじ下の1行をiflEしまザ， 

CEVK&C の。な 

a. MS-DOSブ□ジプト上にてaみac巧ま 

DOSプロンブトが«じて下fcのコマンドをん力し*十》 

10ミ4n)<£raer> 

BiOWPOユーリ>< は1ぶMBのブ>-マツトyィスクのリードけイhの々fブ 

ポート*TAちめブ、フ〇•クビーディスクのブ< —マブト《巧えtttA, tftsフ〇ブ 

/Mk 1化4mザ!！み4>れていの■tWftdttrt<?>DOS7oンプトそードじでC0PY3マンドfit巧す 

VIp^ ♦扇♦じけ、ベリ77イタブシaンぺけ•巧しないで<ださい• WifKtow■がHTtliitしで、FOO 

データがMされたW.言tt中のyプジケーシ9ンザ««»了され々IJttttザAW*す， 



キ-ボ-ド• 3 
♦このmでは 
♦トザード 

•キーザートス*ラ 

•エンべデブドキー«度う 

•システムフクンクシさンキー 

(システムのmtxmのたAのみろわな) 

ソーチック^^6〇〇«( Aotコミュニケートするた》じ、♦—ザーK 

口大切$没titはたし*ずA 

ソーテックWwみがrみがり♦—ポードW、S»白本■年一#ード 

〇06^-)と呈»«*1*つtい《ず，この意でUこの♦-ポードt使 

いこなすた》の巧**K巧レ》す。 



キーボードの各部 

下の西はWftSocikP巧コビュータの♦—がードを*らわしてい*ナ， 

な下八各がみけそれザれ々巧ようじ•«します， 

■フアンクシ3ン年一（F1".F12) 

るプログラムじより、これらの♦—はブyイルをちーブ、口—ドしたり、オンラインヘム 

ブを巧面に表巧さ々むり、プ〇グクムそ*ITさ古たりし*卡。DCWにおけるこれらの争一 

のIHKd Iその餘じブロプ9ムをBけを々でいないけ巧で、} WDOSのブニATルr-tt 

明されでい*す， 

■タネ入カキー 

巧Rザまたはカナft卞♦一【アルフfニユーィリヴク♦一Jともよばれ*す，これらの 

今一は，この摩で»巧ずる«い方をのぞさ、ちょぅどクィプラィクと11|じ«ぃ々を^* 

■々ーザキー 

々>♦け♦イプナるtザがホに夕示される»巧をす:卞、西®上のかさなシンボルでナ。 

DOSとDOSのアブリト■シ，ンにわいではそれはa*舟姐する，雜^アングーライン> で 

卞。Wiiyhwi、«たそのアプリトーシaンじゎぃてはそれは一«的じ，々—VJI/*と#ば 

れ.たTの«としで»巧されi十，すプリy —シaンプロブクムは々一♦♦一 IJたはマ 

ホス）fr®巧Lでフマイ♦わ中♦を"mじRホし.ASを斤いたい♦巧*•巧巧十るのじ« 

巧されミザ、 
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キーボードのを巧 

■その他のキー 

い<つかのその度の機#年一じついて、この*の中で«明されてい»卞* 

この章の#わ々じシステムのじついでれ明を巧クでいt卞，このセクシ•ンではマイ 

ク〇プ〇ちヴ♦のスピードの*更や，シス^ム3ン7ィグレーシ9ンをよびだ卞などの» 

巧じついて々♦一*みをわせ<コンピもーシ9ン> を一■じしでいま卞， 



キーボードを巧う 

爭<のキーの>化け、«用しでい*アプリケーシ*ンプログブムじよゥて*わゥて»t 

す*このわクシ■ンでけはとんどのMS-DOSコマンドでお通で*り> tた一Wiな7プリ 

ケ■シ《ンプログラムでもasずる«い方をwおしてい*十> 

こ々ネーがードはDO&V上での»巧に#巧しでい*卞， 

日巧んかこH十ろ巧しいAVは•己本g人力•の項目》わ«みください♦ 

■夕ぞ入カキー巧 

文ホとa牢を♦イプずる々じこれらのクイプクイクキーを化用しま卞。ただし、文ネ 

•1*とftザT文ネ-0-とaネ•り-を«只しないようじa*しでく巧乡い♦:?ン 

ピ夕はこれら々文ザとがは"jうもの•として反Rしミナ，M*えで乂力卞ろと3ン 

ピA —クのftfWI聚とLでW巧とちがった4のじむ々*卞, 

■麵集キー 

•♦じ«用する♦—•は一ft的な7 —プロ、クイブライfでの«い夕と»*でず• 

<义ベースバー>年一を押十ことじより、巧をの々ーサの*る♦巧にスぺース 

を♦•入し、々ーサtiスべ一Xみちじしtナ。 

il常U<Tかけブ）♦■を押十ことじiウ、々ーザをホのT化义トブプiで 

#•さザiナ,.一娜々プログクムでな、Tか♦—を押ナことじより、田面上の 

々の巧目に#ft卞ろよろじ使われることも♦りミす、• <»|1化>+<Tかじよゥて 

々ーザもIつ前のTtoストブブじ#I^さ々ることボで^るJ^合もAゥ^卞， 

<EntCT> (AンザーJ ♦一を押すことじよるB作はみTブリケ—シaンじより 

かなり*な々 <ナ，アブリケーシaン【こぶゥでは、タイプクイタの♦tリツ 

ジリクーンとHL•■かをナ《場をもりミす，クミり，*ーホはI斤Tじさが 

り.■■の一»ちじな»し*ナ*«その他のケー又では、は3ンピA — 

yクで動巧しているブログクムのBft♦みちさせ々ようじ巧われ*す> たとえ 

UTEmerじよ0、«しv、《«を*示をせた々，プリン > じ化力したり， 

などで卡4 

ほとんどのプログブムで• Back巧M (バ7クスべ—式）年一は々一々tiス 

ぺ一义をホに!*ホし，その場巧に*った义ザをM*しJ卞. 

【hut«]| *わわ【デリート> 年一はムつうは々ーホの*るところの文ザ，Jたけも侧の 
'-•文ザを«去し、も•信のAり々文ず巧そちに»»さサ*卞. 



キーポードを®ラ 

网网阿I 
巧ゥでい*でプリシ■ンプログラムが々ーサな6後巧を待ゥでいるA 

を、ソーテブクがweoolfP^t>^r>ネーがードは々ーサそ論わネたAじ2クのガを 

を巧なしています* 

•ち下じ*る、4ク巧々ーザ#»♦—を«う 

• <Fq>kP|Up>, <PgDn>> づれne>、<£od>じで#0ずる 

(多くめアプリケーンaンプ〇グラムなまた々ーザを#BS々るたAじマウ 

义または义テイ7クポイン>を«うこともでさるようじなつてい*1% ) 

各♦—はその年一じ®辆ジれているホ巧の力6じ自«上の々ーサを»»させ 

をめじ任巧しミナ.はとんどのアブリケ—シ9ンじおいで，これらの年一を 

巧いてカーサを#Bさせでも函*の巧みi*化しません。 

*たがの*々ーサキーじて直■(めべージ巧り*文の♦一のtt*としで«!巧ず 

をことザでさ*ナ> それぞれ々今-の»巧【こRAで■んで*るよ々じIMtL 

ミず。 

画シフトキーなど 

Ctrl 

これらのネー:主そ々*巧♦—と猶Aをわせてtt巧きれミオ> はとんどのアブ 

りケーシ》ン々はこれらの年一维なを押しても巧の動けもでを*せん♦こ夕 

いゥた♦•としでわ <シブト）、<Ot\> {3ント〇ール），<All>けル 

♦ネ—卜，♦み卜とも含い*卞• J，<Pn> {エフエヌキー•ファンクション 

♦一 I巧から打むとaw卞るたAこめようじか、ミも）ザ♦りますf度巧 

する場をUそのfcのネーとみに押すよじし*ナ6たとえぶ<Ort>^<C>そ入 

力卞も♦をけ，<Orfeを巧しなが^<0の♦一を#しまナ， 

はとんどのブロブクムでは，♦巧そードじで<SttかけちJ々どブイブクイタ 

めシフトキーと巧じ«い方tし*ナ。つ*り、犬文ホを又力したいとをじけ 

その文ネの♦-とみこかわをWします♦しかしながら、CAPSOyクの找« 

じあるときには<Shiわとみに文卞キーを巧ずと小义ぞザん力されミず：ミた 

四9で■まれた年一<NumU>、<ScfLわィかのりイむわ,<PgUp>.<PfOrなは 

みをわ々ることで««?ザ«ナ。 

Jたブル年ーポードぃ06ネ—》巧ち3ントロ —ル夺一はザじてん 

力でき*ナ> 

な Shift 國國 

3章キ—ポIド 
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■トブルキーのなかt 

トグルキーと泮ばれるこれらのキーは、I百Wずことじよ々、それぞれのキ" 

も待つ2つの«*そ巧リ巧えることがで**个，义テーf文LEがわつの霉季 

トグル年一み巧をのけ態を♦示しでくれでいi十。をLEM•.寒なしでいると 

きはそのたg々巧巧じなゥでいることをホし*十*また日人力#巧の卜 

グル年一についでU、 -B车»入々"じで»し<*巧してぃ*十。 

な如ゎ 図 
»ttモードじてshれをtewせずじ大文辛IA•のをん力したいとみじは、 

づWft>+<CpU>fr巧しで<ジさい♦ CAPS口 7クがオンのとiじなWわを巧 

うとづ、义ぞザん力されtザ；CAPSロブクはそのはかのシブト巧*なそ夕じ材 

してはわ馨を化しません，たとえば4をCAPSロブクがオンのとさじ巧十と4が 

ん力され*ナ。がよ人力されiサム， 

NUMロブクをオンに♦ることじ主ゥで，ユンべデブドニュ•メリ7ク♦— 

パプドを®巧でiるれSじしミす，二A— イリブクキーバブドの*Cい方じつ 

いではこの♦のa半に夫も，•*ンべデブK年ーバブドt度う"の項目をおR 

みくだをい> 

到、.轉 
—*のブログラムでけ，SCRLOヴクじよ々でカーサのWWじMずる•けが巧 

わクたウし*卞,たとえけ、〇はカーサt一行ドに*J巧るのではな 

く、々一♦を»かきずじた水巧呑をIfffl*上に々るぶ々じし*卞4 

スネを♦イプ卞ると，a常は々ーサの*る»巧じXずがイン兮-卜されで• 

I_y そ々なの文ネはむじ押されてな0Lてミ卞，い<〇かのブ〇ダウムでは 

"タイプオーバ（卜，■さJ V)モード巧しでいミすこの*行，ク<ブさ 

れた文ザは卞でにわもカーホの上じAる文ぞt*ろ♦えでいみミ寸.*こ々よ 

うなブログウムの場を，一おねじこクxfmeか♦"をftゥでfイブオーバ（上 

»さ）モードとインホートモードを巧々*えることがでiJす：はこの 
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♦を> インサートそードなのかどうかを示ずた161IBじさ示が巧われます♦ 

■7アンクシaンキ 

回…岡 
ブrンクシ9ンキ■は♦-ボードの••書上の巧に♦ウまナ*これらめ♦—の 

««は*なたの度巧しでいるプ〇グブムじよウみ1^>られ*ナ* 

MS，OOSブは、たとえばづゥ>を巧すことじより*巧にDOSプロンプトで♦な 

たがfイブした3マンドをもう 一««でさせることがでさミヤ.<Emer>t» 

才ことでんろ一«この3マンドを«巧十ることダでさf卞巧tco;こで 

巧ずこともで♦まず）> 

Iエスケーブキー 

國 <E«c>年■は"左Aケ—ク♦—とぶび、それぞれのデブリケーシaンブログク 

ムじよゥていろいろな目的に使われi十,い<つか々プ〇グ9ムでイニユ— 

そ交をしでいるともじ<&〇を巧すと巧巧のメニA —をAけだL、ーク巧みの 
*いメニA —じUることがで$ t十, 

〇«じわいでな3マンドそダイプしたAとじ；<£«〇を巧す«じ）を 

巧^ザばバヴクスブブシユ（0ギSモ—ドでは¥>を»ホさザでこの3マンドを 

キャンセルすることがでタミす•ここでぶnwoを巧せば，DOSブ〇ンブトに 

*ることザでさミヤ。 

3¢年—ポ—ド 
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ンべデッドキーを巧う 

♦—ザ—ドの♦で，AンぺザプK♦ーパブドの«をは2つの違った度ぃ々が♦々i卞e 

•♦常の«ぃザリぶの♦—など） 

•ちホ年一と^て«う <0■かP午、•など）はとんどめ*を义辛义力♦♦としでこれを巧 

う旱じなるでしぶろ、けれども••やスブレヴドシートの中で、た<さんの#值を又れ 

たぃ場をじはWMロブクそードじしでこ々エンべデブド♦一を使うことができま才* 

それでなそ々そードにゥぃでR巧し < ナ， 

«鑛データの入力 
正ンぺfブド年—パブドをa«♦一としでflt巧す*ことじぶり，IMIグークのんク 

♦じ卞ることがで千，NUMCブクモードじナるじけが!1>4<パ11111>を巧し*ヤ，X 

テ-*スLEDめNwnUrtブー > のLEDが.なな卞もい掌t参！！）ことた««が入々で 



図個+國 
<Cirt>+<AJC9"K：S>t押ずことで、シス 

をスクートきサ4ことができミナ*シス; 

ムじより，シスチム巧找Sをみわるた 

U#しいことじついて、Iが章の•シス 

RA<ださい> 

もがでさま卞.さら 

ーシ3ン•の巧目をお 

ろでをい場*夕ータわ*交TA 

<Fかh<E$C>を押ナことで、バヴチリの巧«#商そSftさせるたわのサスベン 

ド•レジA —ム，スクンバイの««をKちナるバ7ーマも—ジメント（PM! 

タニユーを巧y化卞ことザでをミヤ，さらに巧しいことにゥいては5意の•シ 

スキム3ンブィブレ■シaン"の夕I巨をお«み< ださい， 

■ク〇ックスビードのa巧 

回* 

<Fh>Kわを巧十ことで.WrtSoo* Proa >ビユ•♦のCPUのスピ•ドを*い 

違C IFAST)からftい遣« iSLOWIじ巧り替えることがでさ*十.，食い法 

曼じすることでよりバ7♦りの巧»そ供えることができミオ。このgおを斤 

うたびじク曰7クのスピードが巧り»ゎ021% 
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■サウンド審量an 

國何 

<Ftt>+<F2> を巧卞と、1巧»ササンドのホ量をアブブでさiナ.<Fh>+<F3> 

を押ナとaじ下げることができミナ。なちナるアプリケーシaンじぶ々て 

は、このなミをなI]にS*午るものがちりミナ。その場をはアプリケーシ9 

ン中のホ量な定を度gしでIt巧し■しで< だきい， 

えた、Wiockwiでの♦最のは、こ々システムマfンクシaン♦—のけわ 

りじサクンドアプリケーシ3ンの中のザリA —ム3ント〇ールプログブムを 

巧巧しで<ヴさい（6>サゥンド««を|«ぅ*ぉ«ん<ジ$ぃ>。 

■表示切り替え 

國 
がかf<FI>を巧ずと巧なのそ示**を’irDの*■、•でRTのみ"，TCD CRr 

巧巧の)■じ切り巧そることザでさま1% CRTそ再！*していないとこの议ウ公 
走は有巧じな々ミせん。 

なお、«巧«ホ、LCDのAの各表示タホは、LCDで表巧でさる*欠の*像度 
で褒示しでいるとiだけサザート5れ^卞。 

50 



日本IS入力 

日本»4$»005上じて义夕み#を乂カナるガ法じついで»巧し*ナ^ 

IMicmoft - MS-DOS - Vmiが•たV》 

■义字をタイプずるには 

ここでは.ひらがな、々バヤ、ァんブfぺ7卜、なを，おそなどのん力方をじついで« 

明しまナ。 

巧而のT巧に巧在の人力そードをSホしでいミす♦»としで*ず>を巧し日本巧 

入力♦一Kじしで<だをい》»する力をも同じで卞。 

X•巧S 

通〇バS # 

乂力巧さ 

がさ 

でぞめ~<|麵 

ホVII巧 

1.文7の種類 

入力できるスタの«•は、大»くをけでかな々ホ美なの}みりiナ。 

が モート， 巧曹幸一\トグム） 

♦な ひらザむなどの人カモード <ひらがな* 

々ナ づ"1>+<サ > 々わ 

**等のん方♦•-ド <sわ 

8.太をを 

人力でさる文字の太ささは半«、をみ2種卞， 

«を そ—卜’ 巧警*— 1トグル> 

♦ tnんカモド ' <本角••を>> 

& を*んカモード «牟かを>> 

#A文夕の！!はを角Xずりホそでナ6 tたひらがなと臭すじはrをWしかもIけ#ん、 

3單キ—ポ—ド 
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キ角モードのと»でもをAじで入力されJt, 

3,かな入力巧JCと□ーマ字入力巧す 

ん力方まはり«ナ. 

が モード 巧*♦— irプムJ 

R 〇—マ幸んカモード マわ 

なし かなん力そ—ド <Al04<a*** 々4^^ 

を WMm上Tの♦な入カタXと口一*?事入力方Kの巧り11文は、<Qit>«<SM>^0 

らザタ>で巧い*t. 

かなんたは、入力卞ろ^ザの今一t♦のま3押し^千，たとえIJTや」人力したいHを 

は<や>去巧しtす， 

ローマ字人力は、口ーマ字を>ィプしながら入力し*ナ*たとえばrやJt；kカナるじU 

がXいのg曹で押しit, 

■かな入力のしかた 

かな入力は、年一じ巧«されでいるかなを4#|?卞ことじよウ巧い*ナ*そのJtす的な方 
巧はホのとお9です。 
*•として■!■下•のそード«巧がrかな入力♦ードJ <Rがない伏雜）じなゥでいるかを« 

かAJナ。ローマ宇人力々ードになぅている♦々は，口ーマホ>じでかなんカモー 

ドじし*ナ9 

基本的に♦—のち调のスキはかな、々ナモードのと»じ入力で*、を*のでネは«»モー 

ドのと»人カゲ巧»じなり4ず、^たキーの下侧はその* J，♦■の上IIU<SWわを押し 

ながん押十と入力で中， 

巧数モード かな、々ナ♦ー ド 



Bホ寅入力 

1)ひちザな 
<ひらがな>を押しt、■■てのそード*示をrかなJじし、直»そのかなキーを押して入 
力Lミす。小さなひらがな<*，い、う、え，お、ウ、*、*、よ、♦)の場をは> 

々w於を巧したままその♦一を巧しミず> 

2) 々夕々ナ 
<shut>*<々♦ホナ>を拜しで舌■下巧モートぶ示をr々ナJじし直«そのかな♦巧し义 
力しミザ。小*な々ブカナ<T、ィ、ク、A、♦、7*ャ、ユ、a>ブ> の♦をは 
<Shilb•を押したさまその♦一を押しまナ4 

3) 數芋 
<换を巧して、下々♦ー ドたホを巧かじしさ卞f «いで、人力したい»?キー 
を巧し*卞. 

4) アルフ7べツトホS宇 
<«かを巧して、疆面下の々ード*ホを[ミ^じし*ナ，«いで，ん力したいアんブザ 
ぺブトキーを押しまず。 

5) 7ルファベット大X宇け文宇） 
■C芙わを巧しで、■*了め4—ド«巧をr失SJじしまサ.- 6いで、<swわを巧しなが 
らん力したいア♦ブ7べブトキーを巧しiナS 

6) 7ル77ベブト大义宇：連«) 

<萬わを巧しで-■巧ドのそード«示をr美た!じしまん«いt*づWわを押しなが 
b<Alk>そ巧ずとロックがかかりまヤ、そしでん力したいアルフTぺプトネーを#し* 

7)かなK号{ r、J •ヶ.，、•、£• Cなど） 
<ひらザな>を押しで、*應下のそード«示がかなJじし*ず•ちいで、入力したいかな 

化み年一を押しま卞* 

8)芙1ミ巧（t, 6•ん$•%，*• 4••など） 
<美»>を巧しで、西STのモード«そを广*6リこしt卞.•いて、入力したい*lasネ 
今—そ巧しSサ， 
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■□ーマ宇入力のしかた 

4■としで丽巧下のモーKR吊がローマ宇んカモードぶが表示されでい&)じなゥでい 
るかを1|かゎ*ナ。かな人力々ードじなゥでいる！*をはかわべ〇—マわでローザネん々 
モードにしミ十• 

巧たモード 

<かが【>+この♦一•# — 

この♦—>3 — 

A 

3；Js 
i 

かな、々ナモード 

-入力できない 

—入力でさなV、 

<かびt> +このキー-1 

この♦一*] 

^ : J 一 <SMfi> +このキー 
】む 
一^ -入力できない 

»本的じ年一々ち■のスネは»がそードで巧巧じな々，ぢ侧はかな巧ネのみぞ巧じなり* 

す. 

1) ひちザな 
<ひらがな>を押してraドのそードがをrかなJじし、人力したい：»の口•マネをクイプ 

し4すIflIJやJなら<Y><A>}:小さなひらがな（♦，ぃ，ろ，t，*、つ、々、！•、ぶ） 

の♦をはその口ーマネのかこかをタイプしiすl«:r*Jなら<XxYxA>), 

2) カタカナ 
<々タカオ>1样して、TOTのそード巧示をr々十Jじしでん力したいITの口•マザをクイプ 

Lit •づ、さなひらがな <7、<、々，ホ、*，ブ•ザ、*. a}の 

4含aその口ーブネの前に々〇をダイブしミすfW：rtJ4^<XxYxA>J 

3) 敦ネ 
rかなJ*「♦ナJ、「美fuいザれ巧そ—ドでA々でも人々することが巧趣です• 

4)アルフアベブK♦タタ 

(♦れを押しで、SSTの々ード«ホをr»かじし！す;> 疆いて、人力したいrルブT 

ぺヴトキーを押しf十. 
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S)アルフ7ベブト大义宇（1文宇） 
を巧して，百而下のモードRホt•^*aJじL^ナか、で、づWわを#しなザ 



B错 

らん力したいTル7rぺ7卜♦一をIfします;. 

6) 7ルファべクト太文宇：連!*) 
<»な>を押して、6おド々モ•ド*ををr*なJじしま卞，«いて.<shiゎを巧しなが 
ら<*8>を押卞と口 7クがかかりまずSそしでん力したいザル7Tぺ7トキーを巧しi 

7)ホタお号（r、J.ヶ、；.Cなど） 
<ひらがな*を押Lて、■面下の々ードS巧を〇なJじしミず.巧いで、ん力したいホな 
巧を♦一を押しit, 

か»|巧化々,もんX，*，ん•など） 
<みかを巧して、*a下の々ードS示をr«ikjじしミす.«いで> 人力したい奚ちE巧 

♦一そ巧します. 

■巧宇を入力ずる 

MKTOoft • MS-DOS - Vmiofl6«rVのまなブニATも•日ぞS人カガ< ドMSIME•じん力々 

巧がR隹*れでいS卞めで、ご参屏.||い4卞4 

■コード入カモード 

Microsoft MSOOS • Vc«ion6ユ’Vの4MマニュブJド日本8人カガイドMS IMP【こ入カガ 

法が巧載きれでいJ[ナので、ご夕《«い*ナ，， 





八•ツテy • 

•この掌では 

•バyテ！;パジクタ巧>する 

•パブテリパックタ«ラ 

•パブテリパワー«»がする 

•パブテリバダクちする 

ソ■チックかかげ（户巧コンピユータけ1Cか240Vj»iaのS巧9S 

ホらACアダプタ5巧ってBUfるク，》tu巧藏の巧«み<ッチリ 

バ7クじより、»#ずる專ザでず。この*でttAC7ダプタと 

パプテリ«*じついての一«の■看ffR#と;*資爾ののをJI (パ 

ワーセーブ}の巧を*ホのKRしていJT, •はじえに•に* 

4«；{韋などtこ巧«頂いていないようでレたら、巧!*み< ださ 



バッテリて巧作させる 

シ义テムが化巧5れると>じは.巧*のバブサリバブクaietされでいJそん,パブチリ 

でシステムを動けさせる前に、パブ♦リバブブの无■ををかこ斤ってください， 

■バッテリバックを巧■する 

コンピ；1—夕じバッ♦リバブブを巧着しAC7グプ*を««し、たHLECW<I»を.か口が 

になるまで、そのミミじしでおミ*卞。1化を巧|ナるじ1よみ2巧«305}*かホりま1%巧 
電な3ンピユーブのtt巧巧でん行われミナ， 

■巧 ILED 

LCDII面のT*のや矢にAるでiLEDa*ホ任のバブテリパブクのか巧をホしでいaナ, 

もL夕をじを«されでいれ;ilEDは»たでななしでいt寸，♦レンジ色でぶび^ていれ1/ 

バブ> リバヴブは巧«中でみることを示しでぃ*ず，パブザ^リパブタがんっていない，* 

たけパブ♦リバソブがんつでいてもACアグプ♦が»«夕れでいない場をはMなしでい* 

L£OA が 巧9 

tレンンfeJl巧 パブ♦リバパは巧電巧で > かこ定■けされでい{そん• 

な色冉C 

«巧 ACアグブ■されでいない巧#，Jたなバブナクバ7クザ 

iし<«看きれでいないか.それは卜t電<•避!《ブ>ないホが7 

ず1た«じ遍した««♦#をaえでいるなどJ g 

■バッテリバックの巧*モード 

がわみ》^?巧1}コンピ4—夕ではパブチリパブクはシXテムがバマーオフでもパウーオンの 

とをでも®もけい1すけた，ホスバンK中ん布*でをiす）， 



パツテuで巧作さむる 

■パプテリのぶ«のげSを巧さ 

パブチリバブクの*帛牢じパプfリの巧■がかな < なウた場を（口ーバツチリ）、KITの 

2クの方巧でaンピAーダ々巧しミヤ， 

• <«のがMtからオレンジじS化ナろ 

•巧Wけごとじ■ビブ•というホがナる 

これちの■ちポ否せられた場をじU、卞ぐじ3ンビユ—夕のデータをた—プし*ナ，，AC 

でグブ*ザるくじ♦ろならば、««ナることで替ちはなくなり4ナ（巧》»じホ電をはじ* 

*ヤ）4また、♦の■じパリバブクを巧}*ナることもでち*ず.（この掌めAネの 

バブナリバプクの夕}!Iの*目をわHAくヴさい）6 

1た、バウーマ麥ージメントイニユ■じおいでSwpcfld Cemol;の巧目でL&W baneiy $«$• 

ドかiじを？？れでいる♦もシスすムはバ7♦けの»量がたいへんかな<なったと»じ0 

»巧にづンピA—ブの巧を*巧やのブログラムを»止し.サスペシド找»じんり*ず, 

UwhinnySuspeiかの巧白がマーブなしじを々でいる*をじんバッチリバ7クのぞが• 

な < なった時•なでシス♦ムは■稼がきれてしミいミ 

シス♦ムの巧巧を狼«きれる場かこはACデグプタをIW{し、パブテリパブクをな♦して 

くだSい,ACマグプ>を*«，3«が«巧されなのち、夺ーボ—ドを巧ナか、««ス 

イブ♦を巧しでレジA—ムS々で < だ#い;， 

バ 
ジ 

U 

jpMk D■バッチリのがHのggWtMTると、のテ■夕か：«♦«るいなブロブラム7*イルク 

どめA巧うちそれダAり:TT. 

■バッテリのパワーを節巧する 

3ンビAークの任い方じより、パブf•リバックのIts巧曲は巧じしミず，バッチ、い、マウ 

の«力を■(のずるたかこは下にい <っかのヒントををしJ卞。 

•LCDの巧巧もをAでVWiSookProユンビA—夕のを«をな晶をtt巧しないとiじけ 

そ巧クでし*う6 

•パ7—w»•巧そ巧Sヤるけ*じft巧されでいiナ;•。巧にグローパルスクンバイ 

モードでは消•霞々を»わでかなくサることがザ能でず， 

•サ义ペンド•レシA—ムモードそ巧用ずる。 

iたは下の巧»くむ月«電力の«大を巧き«十= 

.ハート’グィスクミたはフロプピーディスクをアクセスする， 

•メモリを巧®十る（ネブシRAMそジユーん】， 

•びUじたくさんれlit?せるt«*じが真を斤わ々るブログラムをX巧卞るより，ェ 
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グイクなどのプログブムのほうがよりカザかなくですAlf) ♦ 

■サスペンド•レジューム街«を«う 

♦又ペンド•レジュームそードをパ7—ブネージイントメニ4一にで適巧卞るけ載の■シ 

又テム3ンブイグV•—シaン•の項目にRgされていま卞•）ことじよ々、3ンビAーブ 

を♦フのれ]!じしてもサ义ベンド扶»じ«巧さそることボです。このを*うと、 

たいヘムかない電力で、巧在中のオペレーテイングシスチム，すプリケーシ言ンをそ 

のままのホ*でメモリのかじ保持さザていくことがで卞。コンピュータtオンにずる 

と、巧の«»じa♦さ♦も事ダで>さ卞4 

た巧し，か悬の«力でもft巧*tt■しでお< とバブ♦リバブクの電力は巧«されでい*た 

わ、aンビA—巧■サ义ベンドれgじしてわ<ことはわヤずAでを*#ん， 

■バッテリバックをsaiする 

このたクシaンでU、どのぶうじしでバブチリパックをがするかじついで»巧しでいS 

# この3>ビ4•夕專嗎のバッ♦リバシクfel巧め用T♦と、翊々义找の]*るわ々れザ4リ» 

すので+みごま隹< だ夕ぃ•ソ■テクク«々ソ■チックWnSodt Pwaンビュータ寒*パブfリ 

バブク€こanください.化、バVチリパ7クの々賴.■場.父申へのIt入.gift.麵ブ巧1111夕 

どUttitじ巧わないで < だ♦い> 

3ンビユ—>が1^^しでいるが« (♦スベンド中もをAt卡）では，ACアグプfを播« 

してACアグブクからtilがな«されでいるとi巧ん，パブ♦リバ7クを夕»ザ4ことが 

で> まず* 

B パク♦リバック12满する晴じ.®^LEOがHftLA巧レでい♦こと♦み禱かの< だ 

«い> 11!たな♦レンジのけなバツテリバ7クのS權は？ん,ちしこのぶ 
ろな場をUコンピュータのf ■夕tブィスク々ーブザるホ、ACfブ7ブtさしこん 

で.アダyタクら巧WflMt♦巧クで<ださい• 

のちHUUTのよう 



バツテUでHi巧ごなる 

4)夕n巧のパブ♦リバックをお着しミず.、バッチリバブクの51わ由がaンビ4ータの巧而 

にかかう才巧じして*バ7テリパブクの»ろ測の巧お*そかこ«•エリつ 

A込みi卞，そのちと«の*をそ•かじけAて♦を、バ7テリパブク化 





システ厶コンフイグレーシヨ 5 
•この章では 

•システムコンフイグレ—シaンにクいて 

-システ厶コンフイグレーシ3ンそスタートさなる 

•/(•クーマネージメントメニユーそスタートさなる 

ソーそツクがfiBoc* ProaンビAー タじeみ込*れているシステム 

3ンフイブレーシaンプ□ブクムは、暴X的ジを巧Bレた 

リ，ttStSBしたりするた《じ«巧され？T。Jた.タモリのS 

童.すプシaンt*反.CPU巧スピードそI更.シスXムのセ♦ユ 

リそイ.バウーマネージタントの0玄«更などその化の百のにも巧 

巧されま1% 

この韋ではシスチムコンフイブレーシ3ンプ〇ブラムtスタートさ 

せ.«う5でtRWし 



システムコンフイグレーシヨンじついて 

WkieoQlfProuンピA—クは、才7のれgでもいくつホの**な销報をEHしでい*ナ， 

シ又ホムをXクートさ♦もと»•いクもこのflmがシス♦ムじRAるJれ*卞。 

シ乂チムコン7< グレーシ■ンプログラムはな下のJH日を巧うことがで> jt。 

-そ*更卡る， 

-J•投したオブシaンの巧*をたちナも， 

-R存のハードウエアの««をft更卞る， 

.バス7ー ドの泣ち*更を斤う， 

•パブチリの«用BMをftくヤるたA、バ7—マ本ージイントIPM) »«を«々♦ 

Sた、现ぞのシスホムの|*るれ*を巧もたわじシ义チム3ンブイグレーシ9ンプログ5ム 

を使うことムで>4卞。«*した»ちをシス♦ムじ反峡を々るたわじなシ文テムは必ずリ 

ブート^な< ではなり1ザん，このと >11前にイモリ上にff在しでいた卞ぺでのプログブ 
ムiびグー♦ダ消文しi卞々で、ごな查< だSい， 
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システムコンフィグレーションをスタートさせる 

シス♦ムゴンフ< ブレ■シ3ンプ〇グクムはイモリの中に常8しでいSヤ。これをス♦一 

卜させるじはDOSプ〇ンブト（つ*々Tプリケーシ3ンブログクムや、WわわMのミ斤や 

でな*りません）で<Cul>+<Aわ+<S>そ押し2ず，シスナムコンフイグレーシ3ンイ 

ニューポEITのよろじ*れミす， 

このメニューは♦上の斤に呆されるようなをザブメニューじそめ目«じKじてをれてい 

まナA 

ご• ぶ护ッ"ごが:r知•化fWr，>:&3Mi扉 
wwn" hm Exit 

r しtr rln»9mfi! 

Jltm biけ A =lr44fi 

Ntfd hmC s ?22 n 

Serialれパ i = CflU, 3巧，IIM 

FualUl Port ，び11,Wy 3?l 

化Uiw! Euklt^ 
Hiか PoMi Savins 

17m 
Sha^u » 6 0 

な鄉；通I! 
Cache (Let) ^ Hint 

Hk■されでいるHoo♦ィモリのこより上eのsホ巧suiti^そデ♦とXなを« 

タザ♦りSザ, 

I 
シ 
ス 

I 
ご 
ン 
フ 
イ 
グ 
レ 
I 
シ 
3 
ン 

*在の技巧の化だが•«とな々でK面に表夕されでいiす：それぞれのサブイニューはプ 

んグウン式に*示されミず， 

これらのホブイニA —は<Aわキーを押した巧.をちの々ーサ♦«»年一じよ々、それぞれ 

遍が卞ることができまナA巧ちしたい巧目のサブタニA—じな»し> 今sa上下の々ーサ 

巧«♦—を押すことじよつで、それぞれのサブメニュー々申のを巧目をち巧し*卞 

■Startup (スタートアップサブメニュー） 

この♦ブメニ*一にはれTの匹巧*目がみ々Sナ.fiSrtぞめ«更をだう上T力一♦*« 

♦一を»しでホ»ゎ巧0じ«3々ーソ*を1>ぉ$ザみがを>ィプし*す： 
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1)Dit# and Tlmd 

々レングの曰け及びIMBを餐更し^ナ，R示>れでいるのが、巧だか巧されでいも日行 

及グ巧■で十，ザSのを»がみれぶ，<Tかキーを«ゥで*更したい日、巧、«、W. 

サ、かのところへ々一々をし，が♦—を«って希aヤる日け»び!#«*义ブルで 

<ヴさいCなネはをの巧に日/ル等，もり刊じかかかの顺香じたんでいi十。（各M 

は々ーホ#»で*!えることも巧ftでず，> ん力が♦わったら<1化>♦一を巧クで0K 

のところへカーサを巧動し、<£mer>そ舞し*ず。«更々ずに巧へ*るとさじは<Ek>を 

巧しミず， 

2) Fast Boot 

リセブト巧じ巧われるィモリチストそ斤わずにブートを斤ろよろじを巧しJ卞〇これに 

よ々、よウをいシス*ムの么ち上げを巧うことザで？1*ず，子*ブクブーブ"/が 

Fftil 5〇〇1の«示の在||じ«示きれでいるとさじこの*巧が*> *ず，ここでもう一# 

<Ewr>JlたU<Sドce>年一*•ホ#けこの*巧を解おすることザでi tす..デブ♦ルトで 

なこの機ttd巧止されでいまナ. 

3) Boot Device 

システムはフOyビーデイスブ、ハ■ドデイ义クJたなに々墨ドめいずれホらもブート 

?サることが巧*です（ただし巧*イfVTが王し < ブートでをるようじ♦み込まれて 

ぃ&ことが必»でナ1 ♦ ii常はドライブAのフ〇ッピーfイスブを*みじ巧き、もしイ 

デイTが#着されでいらければハードデイ义クホらブートし，ハードスクがなけれ 

ぶC々ードからプートtffいミす：<T»わネーを任ゥでィニユー巧旨巧じな《しズホ 

ら、上ド#»々一斧年一を巧しでどのザバイスからブート^最巧に巧うかを*巧し， 

<Sptct>年一でg巧し《卡。たまをしたら> <Em«>を押しミす，shet巧わないとろに 

け<Ew>を巧しまずyデフ*ん卜はドブイブAOS 〇ブ〇 7ピーディ义クわら*巧に 

ブ—卜t巧うぶろじなクでいまず。 

4) Vidtoかtoct 

が》CRTとLCDOS示をどのよろじ巧うかtttaしi中BOTHを*巧ずるとCUT、 

LCD«時に«巧し，LCDを*巧ずるとLCDにのARみしミナ> CRTを盞が十るとCRTじ 

のみホポLまナ。<T*わキーをftゥズィニ*一項B巧に》||しでから上T々ーサ巧« 

キーを押しで選おし> <Spece>キーでがしミす。径定そみちLたら、<£«1け>を押し* 

卞tt定を巧わないとさには过*〇を巧して<ださい，デフTルトはLCDじな々ていミ 

5) Password 
本«目ではホのttをでミさす, 

EnaWe puswnlわBoけ•呼:シスチムを义>•卜さ々たとiじ.機巧ffSのたAlこバス 

ワードを巧巧ずることがでさt十.訂化>年つて：*Hじなftしでから上T♦—ホ 

♦"そ押して*巧し.<Sptoe>年-を巧してなちL4ナ。 

En»Me password fur SCU chui«e«：システム；aンブイグレ—シ■ンイニューをスタートさ 

サるときじ，バ义ウードを»巧ナ4ことがでをiナ.イわ年一t任ってイニA—巧只 
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システムコンフイグレーシヨンをスタートごだる 

巧に巧わし、づキーを押して*巧しSナリ 
これらの巧目をSがした場を、良nerPtn•な庄、V用らPwwkU:の巧U;こづか♦一で 
巧»し.それぞれ4で手からら文ホの長さでバスウードを人力しミんバ义ウードじ使用 
でさるめは»，巧ぞキーだけでナ，パスヴードUflrかじィそナるなどして、ちれないよ 

ろにして < ださい, 

みBのシステムのぷち上がり時にATのようなBSでシスチムはバス7—ドのん力を* 

术しできf十。正しいパス7—ドをfイブしで<だきい。两*クた人力を巧ゥた«々 

は、38まで»*ホをけぃ*ナ。3Hとん«ぶ文む♦をには、シスチムはリプートし* 

ナ4 

Enter Passwor ホ 

バスマード♦をれた♦をには.ソー♦ブク♦クニ々ルサボートセンブミでご«巧くださ 

6) Configure SCU 
シス♦ム3ンフ <ブレーシaンイニュ■じMナもBWを斤ことがおみまナ* 

り CokxShcinc 

シスチム3ン7 /グレーシaン■巧のを巧巧を巧うiとがでさミず,<T*わ年一でメ 

ニュー巧呂巧じなBしでから上下力—サお#♦一を押しで*巧し.づ口》>ネーで 

し«ナ。色々狂€は々のようになります" 

uhColors.タフ*ルトめ色巧ちで卞c 

nateCoUytrグブ*ルトのらに巧しでRfcしたらじなウさ十： 

从況ochrumたモノブ〇を：らS)で卞. 

tnveneKkmiX々ノクロ色の反おしたを巧おで卞.， 

2> Easy Mかu 

巧示ミれるメニA—巧fiがMち化されでを示されミす，この»巧を«んでいるとさじは 

Mかかwyサプイニ* —がSをきれSせん> えむ、Easy MenWと巧示されでいたS日!よ 

Ccsnplcic Mens*と表示され2卞《 

■Memory {メモリサブメニュー) 

5 
ち 

シ 
ス 

I 
3 

ン 
フ 
イ 
グ 
レ 
I 
シ 
3 

ン 

このサプ>(ニユーじなは下の巧宏項目が<>り*ナ。tt巧巧ぞのsnsを巧ろ上下々—ホなか 

今一を押しで*2の巧目じ反fe々ーソルを«»5夕> をダイプします. 

1)L1 Caげ• Enable 

c?urt»の今ヤ7シユメモリのft巧を斤ろかどろかをな巧しミ卞，巧じぶ.*のない*9 

これ;か、cte&uWeの4た巧で«巧しで< ださい，キヤヴシユをおムナるとシ义チムのた 

巧スピードはなくなり*卞，デブ♦ルトで年*ブシュ«巧はをかされてい*ず. 

2) L2 Cache Enable 
炸致♦ャブシA (2ホキヤ7シ4> タモリの«巧を巧うかどろかを巧おしSず：巧じを 
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«々ないKりこれはCKheEMNe^ttSでtt用しで < ど？い，♦ヤクシユも«化すると 

シス♦ムのAgスビードは遲くなりt卞。ザブ♦ルトで年ヤ7シュ•巧は4ホSれでい 

け。 

■Disks (ディスクドライブサブタニユ■) 

この♦ブメニユーじはli下の項目ザみりミず。芭ち巧呑の变更を斤ろ上Tカーサ#ft 

♦一を巧しでホaの*目に皮«々ーソルを巧»さ々，<£«〇>を巧しミず.• 

1)DUktne Drive 

ブロブピーffXクドタイブ：巧の）のtt«t■巧い*す。FDWM作をiMI的に巧化 

したい場かこのみがそ*e卞ることザで# *す，通常はこのBSはI.44MBとLでわ 

いで < ださい《す^フ**卜た巧では*1ィ414がじなクでぃ4す。 

2) HW Disk 

ハード*rイスブドブイブのiWj*けいます，ソー爭ブクWわ6〇<&み0コンピA一少では 

こめ#•巧は常にArt Diskは、《1ザじしでおかな < てはな々1せん，その貧のtt巧を斤 
ろとシ义テムは正し<B巧十もことザできfザんのでごを重<だをい，-Wを*巧ず 

ることで、WrteWP/OはHDDのぞ量そ肉Bかこ技歲し*卞がハードデイ义ブドライプ 

(HDD；を夕幾した場をa—*シスナムコンフイグレーシ9ンそスタ•卜ぞザHDDの 

»*を«6策巧了さ♦るを»が♦>>まナ*デフ♦ルトか女でな•A*o•じな。ていまず。 

なわ、巧»1なた定♦斤いたい♦々は<TA>♦—でメニユー巧日がこ«»し、上下々ーサ 

♦—を*巧しでそのを通巧し、づキーで技巧します。♦のAT<Cwcf>t 

押しで<ださい，*更しない場をじは<EiC>t押し3卞.： 

■Components {コンポネンツサブイニュー） 

このサブメニ4一じはな下の1?ま項日が*々*卞，巧巧巧の巧更を斤う上T々一々 

今一して#aの夕(§じ皮K々ーソ;さが<EM*r>を押しi中。 

1) COM Ports 

3ンピA—クの甘巧じ*る、シリ，*ボート3*クタのポートなをを巧ろことができま 

ずniracoMi (ym)じ技ちしでわさまナ用される7プリヶーシaンプ〇グブ 
ムむ•をなどじよ々•こ巧ポートをちをち更♦るとさじは巧か♦—でィニュー巧H巧 

じ»動し、上T々ーサ巧動年一を«巧して*巧しづpaw♦—でなをしミナ.cowか 
らで〜4*で»をを«更ヤることがで#ミナなわ、シリTんポートを3ンビi—ク上 

から巧えなぃItちじナるとさじ;iftoocを遺巧して<ださぃ，a巧をた了したら、<む. 

icot巧しで < だ？ぃ6 t*サずじえへ8るといこけ<Ek>を巧しミず。尸7*ルト巧 

SでけCOMぃこなり2ザ， 

2) LPT Port 

プリンクボートのボート反ミを朽ぅことザで»1ナ，a常，ポート巧巧はけTI 
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は7化> にしでおさまず。度*十るブログラム々«かこよ々> このボートfiちそ荣«卞 

るとさじは、<7站み♦—でタニユー巧自巧じなBし、上下々ーサな®♦—を度《しで# 

巧し<sp«ct>♦—で»巧しiす。LmからLpnまでおそ5ih•るiとがで♦まナ： 

コンビユータからブリンタザートをAえないようじしたい場をU、noneを遵巧しで < だ 

をい々 

gおをま了したら，みw>を押しでくヴさいe *ち々ずに巧へRるときじU<E»oをが 

Lミず，ザ7♦ルトがではm■いこなりミず， :なりまず， 

3) LPTType 

プリンタボートの*巧そードた巧を巧ろことがでJまず：ホ»、プリンタのそード 

はB地巧かonal(ががこしておさまナ&巧巧卞ろプログラム巧Rなじよ0、このそード巧 

をを«更ナるとさには，<Tかでメニクー巧目巧に«»し、上T々ーザな»年一を巧巧 

しで*巧しづfttCかキーで度まをtることがでさ*卞> 巧をtモ了したら、みwかを巧 

しでください，S更せずに元へ*るとさじは<£*0を巧しミず，プフ♦ルトIt巧では 

BklifながomKがむじなりS午； 

4) Keyboard Numtock 

システムち»時に今ーボ•ド々ナンバーロブク»||を行うようじ|«しま卞* ♦ょッブ 
マーク•J"が)C々boordNisnlock々巧をのをflじ！{をきれでいもときじこのMftが錐き 

ミす*ここでもろ一*<En£ef>t#ザけこの•*を*»ナもことザでち*卞*デフ♦ル 

卜ではこのHieは！*ときれでいミ十。 

5) Keyboard Repeat 
年ーボ•ドの♦一に■しでは下のB：«を巧うことが出**ナ。 

I) Key Reput Rate 

年ーボーKの♦—を巧しつづけたとをの才ートリピートの««をR巧しミヤ.1 

30文みか130CPS：から2义みか•:JCPS)1でを*ができ*ナ。巧みのおちを巧ゥで 

<巧さい； <7化>を®つでメニュータ(目巧に#«し.々一♦上T#»♦—を押しで*択 

し♦—でた1|しで、<&uer>を巧します..をけわない場をけホを押しミ 

す。デブ♦JU卜ではK<!巧【10です/巧）わ這度に巧をされでいま卞。 

2>Key Deto) 

♦-ポ冊ド, ♦—ポ—ド々♦—そ巧してホら才—トリピートのおJIるJでのaま#两を!fiijしミず, 

U4f¥ 0501ホら<l000ms：までを*巧でさ*ナ> 好みのをきを巧々でくださ 

い。<T*b>を住ってメニA一«目巧に巧»し•カー♦上ドみftネ♦を押しで選巧し 

<$口な>♦一でがしで，<む化〇を#しま十。な巧を巧わない場をは<わc>を巧しミ 

す《 
デフオルトでUI々みifljfr)め巧■ををじをクていJ卞, 

6) StickPolnter 

巧Bシリブみマウスを巧«して度用したいとiじU、この!*巧を«eLでW巧义テイプ 

クボインクをft巧そしないように卞ること#でをます.巧冉卞るソブトウェアじよつ 

てU、又テイヴブポインタとシリアんマウスを»•しでいる*を、♦じステイブブポイ 

ンをスタートでせる システムコンフイブレーシ 5寒システムnンフイグレ—シヨン 
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ン♦そ»巧巧に後曲して篇なしでしiうものが*りf十.チ王ブクマーク々巧かk 

れteicrの表示のち*!に«示されでいるとSじこの#*が有巧で十.づが巧>♦一で巧 

巧‘無々が*巧で> ミ卞。*巧を巧了Lたち、<むが>を>しで < だ？い: せずに 

そへKるとろには<£«〇を押しまず，*ルトちでけEiulrieじな々まず。 

7) Sound Chip 

サウンドH«の有巧、無々をBttgしJナ。チム7ブマーブ•/がSoundCWpの«ボの 

化■じ！{ネミれていろとさじこの»#が有巧でTづ口cc>今一で有巧、•巧が*巧で 

さi十，PCMCIAス〇ソトじMのサウンド々一Ktたは# ttMMU.JOOOを»*卞るみこ 

はこのB%を•Viabk•じしSす* 

これれM►め場をけ常じ•♦巧•じしてわis中.デブ*ルト巧巧では，有*巧•でナ. 

S) PCSpMk#f (PCスビ■々のオンオブ） 

PCスピー々からなるホを*1ムし*す。こめ項目で<Sp«a>年一も押すと公巧れ«*を巧 

ろことがでさiナ。そ王プクマーブ•ィ-々巧ドAがめ表古の左«じ巧れたとさはスピー 

々から*が化るな巧《ホン）じなり^ナ> デブ* 卜でPCスビ—々の着は矛ンじなク 

でいJず. 

この«e♦れSレtMTT#♦のUPCスピーカとわ♦舍の4MIIと.PCMCIA♦一 
ドからB力《れ♦蕾めのみでT. 

■Power (バ7 —マネージメントサブメニュ■) 

この♦ブイニューにけはTの»巧«目が*々ミず，巧を巧なの**を巧う上T々ーサ巧« 

年一をWして々aの*日じ化B々ーソルを巧#5せ、<&11«>を > イブし<ナ， 

1)Enable Power Saving 
パウーセーピングのな々.A巧t色巧しJす。♦とブブマーク•/がEnableわ*げ 

な*hgのSホのを调じをでされでいると夕じこの»巧ゲ々巧で十。却がか*-でお 

«、無巧が選巧でさま卞6デフ♦ルトなちでな"#®"プヤ. 

2} Battery Only 

バブ争リバヴブを！!!巧Lていると$のA、パワ■そーブ機*ザ有かこなりミず，乎んマ 

クマーク"/’がBattery Onlyめを示のを■じ哀示されでいるとをじこの®*がが9で 

す.づp»a>♦■で有巧，無巧が通がでもiす， 

3) Low Power Saving 

バワーセ—ピングのft件モードをををしまナ.チュブクマーク 

的の«示の左•じft示されているとさじこのモードが*おされJ卞C 

ィ，Power 

卞.づpwoキー 

Sav- 

で* 

巧t巧いtナ4本モードではホのような巧蘭*aじよりバヴーマみージメントが巧われ 
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システムコンフイグレーシ3ン巧スタートごだる 

ます一 CPUTtfneotfCl6i^« VかoIVmoul化を、OiskTunmc化々、りloMnineoui:l6を 

4) Medium Power Saving 

バクーちービングのtt巧モードを长ちしま卞。乎ユ7タブーク•ィ• :d^Medium Pcmtr 

かWwの#示の左*じそ巧されているとさじこのそ—ドが夕巧きれまず：<Spa«>ネー 

で遠巧を6いまず，本モードではホのような巧《16かこより"ウーマ考•ージタントがが 

われS 卞。CPUThwow义ホ，VかoTかか*1:4み、Diskでれeouc：4が、CMAlTUneouc:*み 

5) High Poww Saving 
バヴ■セービングのBけキードをSISしまナV マクマーク•イ-々巧iijhPbwけない 

iWの表巧のとかこ«そされでいるとさじこのモードがS巧され^十*づpace>♦一で* 

11?を斤いミ卞.タモードではみのよろな巧巧じよりパワーマネーソタントが巧われ 

ミ•!％ C7t'l]meom:4ti>y Vl^Timeout:，み、Di*Tlrneovt:lサ、01かITUnecvu!サ 

6) Customize 

巧*ク，巧«K巧じよるバウーセービングtB巧します，丰*目を通巧するとホのような 

なをが巧*です， 

I) CPUTcmeM： 

シスfムが-ぶ#WSBしでいないと辑Kした♦かこ、自〇巧じびUのブロブブスビー 

ドをaく卞るたわの»*でナ。この«»しでいない冉两•クミブトのち巧をここで巧うこ 

とがで>ミず，クかキーでこの>1目を避«，一<$^«»* —を押ずと片わ6、ら16か»でめ 

遵がが«まナ々で、上T々—♦«!»年一でホaのR拍たを々化■に#巧しで 

づ批な>♦一t巧ホと*巧十ることがでミミすSこのweを度巧しないとミにはAhvが 

Onを*巧しで<だ>い. を斤わないとiじは<£*〇を押しで<だをい♦ 
Tイドみ扶巧Iブロ 7クの下ポクた化かでキーザードを押ずなど7クシ8ンをgこ卞 

とCPUのスピ—ドは目«的じホの**じ«谱し«ナ. 

B ィiリのfだけでわJit斤うようタプロブタムt*巧レでいる♦をじこのIWt巧う 

と.Miaだ•の讀出が正レ<で«夕いことゲ《り.cpixoスピードダ*るてし》い$ 

す，このよクなとSじUCPU kMI玄dAhvayiかじレズご«ち< ださい， 

む VWeo Tifucon 

一巧巧«ポードからのん力をしでいないと約断した場をじ> 白®的にLCO’CRTft 

ホ闻»のじするgrtrrナ.こ々とをシ义キムめ*ホはW文S子が• Wium 
gしでいS卞讯わキーでこの巧日を;*おしづドな> キーを巧寸む夕から16巧*での 

時M夕が«巧が化ますので，上下カーサな動キーで乐夕の時«»«の巧«じ》»«しで 

<Sp«e>^♦—fe巧ずと通巧卞ることザでをミナ..この•*を度巧しないときじはAIMが 

かを:««しまナ 

3)ひなTim巧が 
を巧面ネーポードからのん力がないか，ハードす*イスブの度巧がなか々たとした 

4かこH»的にHDが》«巧を才7じずる**!でず.このと>HDDの«auオフじな々 

1^^150システムコンフイグレ—シヨン 
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iナが»々シスムのB巧は*!*しでい*す。づto•♦—でこの巧目を週れしづロロ> 

♦—を巧すとIサからWサ1での#同*巧sraが化ミサので、上下々ーサ巧«♦—で希 

Bの巧IHKの任■じMlしてづキーを押ずとggずもことがで>2す，こめft 

巧を巧用しないと»じはAIM,化を遍巧し3す》 

4)GKobil Timeout 

シス♦ムが一を畔BK*しでいないとSBfした場をじ、目tt巧にシステムのみ*flの■ 

♦フにしtLまろたAのMで寸。このとさシステムは1>^を停化し、お示（じ〇 

tornなしな<なりますC 

この«»しでいない時而リミブトめがをここで巧うことボでさます。<T化キ■でこ 

の*目を選巧しづ口な>♦•を巧卞とけから巧みミでのかが■巧IIBが出*すので、上 

Tカーサが•キーで♦望の巧■!»の巧世に#急しで<Spi«>♦— を押ヤと麗おナみこ 

とがです。この««を度用しクいとをじはAlw■巧かを*巧しで<ヴさいI狂をを 

斤わないとむこは<Eioを巧して< ださい， 

グロ—バル> イム7ウトじなつた♦合、♦ーザードを押 

十などアブシaンtちこナとシステムなグロ-バル义>ンバイじんるれ«のれ應じ«« 

しま卞， 

m 夕そリの♦だけで巧gtffウよろタブ〇ブクムt*巧している場♦じこのウ 

と、«IWgめ!•出が玄レ<で>夕いことザAW、ブ0—バルスタンバイじな31し 

Sクことダ♦り言す•こめよク«と«じUGioMrmoumuか巧Ofvcレでご 

CS ください， 

か MooiUir Vldeci Activily 

パヴーセーブ»能を*Rしでいるとiじ、fプリケーシ■ンプ〇グラムじよ々てはこの 

•«そ»巧したほろがより々»«じパマーたーブでみる場をが*々4卞。この巧目で 

づpice>キーt押し、♦A7クボブクスに"X* 4A4onitorWdeoAcihrかS示の左Wじ巧 

れると■このHS6がをかされていJす：ん卜でこの**は«化されでいiす。 

7) SuspeM Switch (電飄スイクチ） 

gi«スイブ乎のH*を巧り»え*卞W*ぇイ7♦♦巧卞ことUよ々シAチムfcパウー 

オン •♦フさ々*か、 ♦スベンド•レジュームをダるかt*巧し*卞*づpeco年一で 

♦ A 7クマーブ•/•がSwpenJSWtcbS巧の左角に巧れると，**スイブ♦はサスべ 

ンド•レジューんじクりミナ.aまを巧わむいとみじは巧しまず，ザ7♦ル 

卜度巧は♦スベンドスイブ♦で卞.. 

8} Suspend Controls 

シ义テムが巧巧■!«»しでいないと巧Kした*かじ•白»的にシス*f厶をザスバンド 
させるたAの条けをtt*しまず，♦スベンド!»じはシスチムのB巧は伴とし、巧示もM 

え1十Iホ化めグローバんスタンバイよりさらじ«資««14少な<なり*す； 

I Suspend Timeout 

»flしていない時■，クミ7卜の|»をここで巧ぅことがで»ます6 <Tかキーでこの« 
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百を*巧しづp«ct>♦— を押ずむをホら巧をまでの巧■通巧*«ポ化まず々で、. 

♦—サ#1*♦一で*aの巧Mftaかは■じ#*しでづ♦—を押ナと！«卞る< 

ボでさます。この«||そな巧しないとさじはNeverを*巧して<ヴさい,巧巧を巧； 

’ ’ ’ verでナ。 
—ドの♦—スイブチを巧卞か、gfi 

—ムレジ* —ム、モデムgit呼び曲 

• ttかこなRかもをCとLミす。 

とが♦り、 

2)Lov8ati«r>5«$peod <バブナリーぞ量tt下«じサ义ベンド> 

バ*7チリ呑1«呼な<なクたとミじシス>ムをど々ようじ|«»?ザもかを>巧し8卞。シ 

ス♦ムはさSボトなくなゥたと夕自n的し-tfllLECK^をを«からオレンジじC化さ 

せ，ミた巧»■力を■巧卞るたわ、cmのgfwi*を也下さザまナ。このとさ、义ピー々 

からはWみ每じピブとを々^金しi卞6乎ょプクボブクスにス> がBineyLjwの#示の 

を測に»示されでいるとさはみispoxJ 4ホ又べンド）じなり、♦ユブクボブクスに"で 

が無い4をUWのかかI警S巧ムtとな々ミ十：づ芦出>キーでがを斤い*ず• 

?^クたとさ1<そ巧>«の«娜ホ 

けのV悬WgoでいSザA•夕 

3>$eiRessmeAlami L巧Mたおじよるレジュ—ム> 

*らかじOg*した時規こシ又テムをレジムきすろことが巧*でず。この«がをお 

SするじUアラ—ム時aの#ちがぶぶです：<T*ゎ♦—でこの巧目を道巧し<SiMice> 

キ•を巧♦とResume Hour.ゎ灿ik Mirwic^>R Jニューザブクテfブじむりミ卞，Rか 

wme Howけ#単は、Rcume 14|«1がょサ单化の&をを巧ぃ<卞《 <1■かキーでも》の6 

Hour巧目にSBしおナる巧"そがで入カナるか*上T力ーホ冷»キーを押しで巧 

ちし、•tfT公り今一でRwumcMUwなじ»»し巧ィる•み•を*すでん々中るホ.上下 

々ーホ»»♦— を挥して®巧しで<だぞい。な*4ななゎじをぅでいると十*クブ#ブ 

クスじつ(•がAH/mわwraeたホのを*じ巧れiナ.ザ^ブ < ルトで二の«#は巧止:され 

ていまナ> 

9) Cover Switch {LCD*置をMじたと gのK走） 
1〇>を»じたとミのづンピA一 fのft巧を*巧卞もことができ*十。LCDをWじたちR 

ft的にサスペンドれgUこなる！»と、LCDを*じでもコンピ*—夕はその2まか巧をa 

ーブの* 

がと、 LCDを*じでもコンピ*—夕はその2まか巧をa 
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けるtt*で卞。a常けホスペンド！おちでごな用<ヴさい• B巧をLつづけるようじ*« 

ずることでLCDをHじで、巧がキーザード、竹度CRTを夕WしでwmeoolfProをfxク 

トブブコンビューク々よろに«うことがで>るよ々じな々ミす，この巧目で<已化かを 

押中とCover $«ilchの&%■!!じなりミす々で、づ社>♦一でCover swiech suがnd2た 

はCかFtrfwlけかかLCDの通feを巧い、<Sp•な>キーでttちそ6うことがでを < す. 

卜はCかがfwiが!な巧)で十^ LCDを*!じる、Hける■けに々してシスチんが 

皮化するSでかOf►かホり*卞4 

しCOfRじた重）!ごAMじタクた♦、UがTザらないクろにLCDM^tnけTft巧 

された場♦.じでよじのムラザHれろ«をがかけすザ，これUtt■でU♦り< 

レピる< たでtfこ々ムラ《«<なりtす， 

(な了) 

Save and ExH 

のSBを*«しでを押ナとEITのよ夕なサプイニューが表おされi十>• 

B%内巧を 

も, 

ンメニユー 

Sをり手ウムでバ7ブアブプ$れたメモリじ£»させで貨了させろたかこは 

t巧Lます，シX*ムをィモリに書ろ这んでからシス*ム3ンフイグレーシ3 

I一t終了しミすを**个る♦かこは<£«〇♦巧して< ださい， 

2) Save and Reboot 

この項肖を遺巧しで<£««>を巧ナとは下巧ょぅなホブィニターが«示され4ャ, 

K£を霸«ず 
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システムコンフイグレーシ3ンをスタートさだる 

3) Eiit (No Save) 

この巧目そ*おしで<H«eT>を押ずとな下のようなサブィニ4一が寒示されます♦ 

Press ^K>to Exit the SCU. The corrent settings will not be saved!!! 

1!：¢巧夕をけ♦ウム<itでバ7クアブプ$れたィモリじだ值させをいで兵了さザるたA 

じ:巧しJ卞，シスチムをィモリじ書»を*ずシスチム3ンブ< グレ—シ9 

ンイニューを#了しS卞，*更を誦«する♦みにはを#しでください， 

4) DtfaulU (デフ♦ルトサブイニュー》 

このリI目を3*おしでを押すと、シスチム3ンフイブレーシ3ンのザフ*ルト信 

をなまずることがでをミヤ，みた否項0のぞUはTのとお0でヤ， 

Sttndml ザ7♦み卜巧e* 

Dttr MdTimc Hocf$C€i グフ♦ん卜过Aりミホん 

FuiBoM N0Cf»tBM ィモジー^ストを寫巧し«ホ 

Boot Dr^iot OrIveA 70 yピ—ホち最gKア—卜 

VHkoiekc! LCD LCDじのAftホ 

Ptuwonl Ooabka なし 

Ccmfiput SCV Oe^s Colon 

♦ Cnmpteag Menuf 



Power M 

一かかlivrSivlBp QmMc 1バローちーブt巧み 

BmtfyOth Onbied 1 

Lem Rower なvta. DinMr ! 1 1 

DwMe 
• 

Hifkf*o»tf S*viR| &•Wf 

Cuflooaxe No effect デフ♦A卜は♦りS♦ふ 

SuHMi4S«rilrti DiabM 

Suipcatf CohppU — でimui が 

♦ - A\wm RewmrDinMnl 

♦ — 

CbvcrSwtiEli aatpfd 廿スペンド♦巧う 

5) Restore Settings (リストアサブイニュー》 

この項目を選巧しで<&«がを押中と，システム3ン7ィグレーシ>ンのデ7*ルト« 

をリストァし《卞* 

6) Version Info (パ—ジ3ン谓雜！ 
この巧日を*がして<£«のを押ずと、8の5のバージ9ン»び巧«扫れザ|1示夕れま 



FI佩i hin A -l.Wffl 

Hud biviC ■巧2巧 

S«nal Foitl:COU, 3巧，I放4 

れ Ml W Pott s wi,A化巧 g 

515555!rぶ；K iU. Itouse tatton »a 

(Esc) isy び1 t\ami utiw. 

巧Sのを定めが说ゲーsとなゥて■面に«示されていますそれぞれのザブイニューはブ 

ルダウンかこ哀ホされiナ. 

これらか♦ブイニJI■-はなわキーを巧した後、をもの々ーサ巧B♦—じより、それぞれ 

がヤることがでさまず•： したい廟Bのサプメニューじ#齡し、今«は上Tの々-♦ 

がれ♦一を巧ずことじよゥで、それぞれのサブパニク—の中のをg目をg巧しま♦， 

この♦ブイニA一じはAVFのをを巧白が♦りまず，なち巧容わ巧*を斤う上T々■サ 

♦一を押しでおS巧巧目に泛だ々ーソルをな*さザ、<Emer>をクイプLま卞. 

1)Enable Power Saving 
バヴー々ービング々巧々，»巧をKまLミ卞Wホ&ツクマーク•イ"がおかkわW 

StviMの*ホのち®じ5巧*れでいるとさじこの機度が巧巧でナ。<$!««け♦一でな 

巧、*«が*巧でさまヤ4デブ*ん卜巧ミでは•巧ザで卞， 

パワーマネージメントメニューをスタートさせる 

パワーマ本ージイントメニA—プログラムaイ々リの中じ常®しでいま卞。これをスダ- 

卜き# るには、 <Fn>+<£ic>t巧Lます•バ7—マ本ージイントメニュー！巧ィィニa—) 

がはTのぶうに巧れミナ, 

このメニA—は一*上々行じみされるようなをザプメニA一にその目的じ巧じで巧れてい 

け， 

くド iniwiir:ri(f …ii’r •"•巧み： 

^^15章システムミフイブレ—シヨン 

2) Banがy Only 

バ7テリパブクを度«していると > のA、パ7 —セーブ機巧が巧巧;こなりSす。ナ玉ブ 
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クマーブ"/がた化な化^の♦示の左侧じちホされでいるとMここの««が巧巧で 

ナW <spi«>年一でな巧、麵巧がa巧でさま十， 

3) Low Pow#f Saving 
バ7ーセ•ビングの動れそ—ドをします•手とブクブ•ク•イ•々tLwiwsか• 

かの表示のど測に*ホされていちとJにこ巧モードが遣巧されま卞，<な•€?>♦—でa 

巧を斤いミす•本モーKではホのような巧两Sgじよりパ*?—マ本ージイントが巧われ 

ミ卞，CPU Tmなが【6巧、VホoTItnが成化疗，ひ过;でmoutrlAみ、GlotelTimccw 16み 

4) Med山m Powtr Savin。 
バワーセービング巧Aけそ—ドをR巧しミず，♦*ブクプ—ク"/*がwwmPwtr 

な川!*々寒示の左側に表す;？れているとiじこ々そードが*#?されt十， 

<Spaけ>年一で*1?♦巧いSす.本モードでけ♦のよろな！!fMR巧じよりパワーマ 

丰ージ < ントがけわれ*す，CPUTlmeouけか.Videoでmcoutィホ、DUkTw«ouL4か、 

5) High Powtr Saving 

パ7ーセーピングの»作モードtEミしi卞。午* 7クマーク•ィ"ゲ》かPwmSw. 

かの«ホめお■じ巧示5れでいもときじこかを—ドが«?されま卞，<Sp«ce>キーで通 

巧を斤いtす：本々—ドでは:々ようなABE巧じよ々パローマネージメントが巧われ 

:卞* CFUTlmeont：成• VideoTlm»ui:lみ、DokTUnrajた1々> OloUTbneautl# 

5) Customize 
を意の巧«»巧じよ*パブーも-ピングをな這し2ヤ，丰«目を遣巧するとホのような 

ををがげ度で卞ぃ 

り CPU Timeout: 

本义り•下*シス♦ムが一ち«■«!!しでいないと判Ifした場合に，自»的にCPUのク 

〇クク义ピードtaく卞*た!*)のUKです.この稼Bしでいない巧霉リミブトのBHEを 

二こで巧ろことがで>3ナ。<Tかキ■でこの項目tS巧しづ口な>年一を押个と4#か 

らIAみtでの遺がilHがかまずので，iド々ーサ#»今••クftaの#)■たちのttHじ» 

»しでづ口巧>キーを押卡と遂巧千ることがで？*卞，この用しをいと*じけ 

AJvr#口かを*がしで < ださい：a巧を斤わないとミには<E«oを押しで < ださい， 

アイドル找S (クロブブのてがゥた武麵）で年ーポードを巧ずなどTクシさンをおこナ 

とCPUのAピードなfitt的に巧の**じな♦しまナ， 

B ィモリの♦だけ*PItgt斤うよクタプ〇ブクムfUftしている塌忿じこめu*そ巧ク 

と.•!«■の♦•田ヴ正レ< で♦ないことザAり、CPUのスビ■ドザスるて1»»い» 

t.このよクなと9じUびしtご使用<Cgい• 

2) Video Tlmeosi 

•巧時M年ーボードから々)^々そしでいないと钓断した場かこ、fltt的にLCDCTT表 
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巧凹JSのをオブじ卞る變gでナ.このとをシステムめ表ホは«えまずが，M巧け« 

«しでい*1% <Tか争一でこの巧白を適おしづ(aco年一を巧ヤとIみから1がまで々 

巧賴邀お面*がお*ナので、上下ヵーサな16♦— でft*々巧M巧夕のはBじ«»しで 

づ口な>ネーを押ナと3»?サ々ことザでさ*卞この•«を«巧しないとさじUAIw口 

Onを夕巧しま卞， 

3) Dxk TIrkoui 

一ま玲M年ーポードから々人カポないか、八ードデ/义クの巧巧がなホゥたと巧巧した 

場をじ目ft的にHDMUをホフに卞るtUIでナ。このときHDDの<かぶオブじなり 

ミザがttのシス♦ムの*巧はmuしでいミナ••ぐhb>♦—でこの巧目をwa<sptco 

♦—を巧すと1みから16を*での玲»盧巧の11が出ミずので> 上T々ーサ巧»ネーでホ 

望の巧■がのな*にな»しでづptcな♦，を押ナと«巧ナることがでちSヤ。この機 

Sを巧用しないとさじはAlways OnをSfasナ， 

4) Global で历eoQl 

シ义テムが‘ •巧時*IUBしていないと巧Sfした♦をに、白B巧にシスチムのを«為の* 

度を^ブじしでし*うたわの»||でナ：このとさシスチムな»かそ»とし、交示（LCD 

とCRT1はしな < なります， 

この»«していない巧两リミプト々芭送をここでけうこと々【でをミ卞， 
♦-でこの巧nを*おしづp««>キーを押十とIかからはみさでの時眞*巧面巧々Wまャ 

ので、と下々ーサ»»キーで♦*!のRBS巧のな世:こWftしでdpMoキーを押♦とig 

巧卞ることができまナeこの««をた巧しないとさじはAlWSかを*巧して < ださ 
い，な巧をftわないとさには<£«>を巧しで < ださい《 

グローパみクイムアウトじを々む場を（は下グローバん义>ンバィ>、♦—ポードを巧 

卞などアブシ《ンをおこナとシス♦ムはグ〇ーパムス♦ンバイじ人るなKのれBじa婿 

LS卞： 

む M加"r Video Activity 

パワ■わーブMを巧巧しでいろとさじ*アブリゲーシaンブロブラムじよゥズはこ々 

SMIを反をしたはろがより«ホのじバマーたーブでミる*をがもhi卞。この*Hで 

dpocoキーを巧し•乎*プクポクブスじつ("々Alonitor ViわoAahity交夕巧とttじ巧 

れると、こめ後*がをかされでいまずテ7♦ルトでこむ*巧け#]hされでいミす.， 

6) Suspend Switch (VSスイッチ》 

<||!义イッチの8«|を巧り巧丈*す：«»スイブ♦を押Tことじよ々シスネムをパヴー 

♦ン•♦ブさ才るか、ホスペンド•レジューム？ザるかを*がしJす：づPKかキーで 

チiブクマーク•ィ—がSmpeftdSwiich♦ネのを«じ巧れると• スイ7乎はか又べ 

ンド•レジ*—ム»»じなりミオ： を巧わないとさには<£«>を巧しミ寸.ザつ♦も 

タモリのホだけで|+1奮巧うようなかクラム«»巧レでいみ導かここの||*そ巧夕 

と、gIMWIの補出が正し<で6夕いことヴAり.ブ〇ーバAスタンバイじタクてL 

家うことダ4り>卞《こ々ようをとSじUGioMTirr*oullttAAMy»<»じレTご 

«瑪< だ夕い， 

ーマネージメントメニユーをスタートごだる 5»システムnンフイ 
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♦义ペンドスイブ乎でナ6 

7) Su$per>d Controls 
シスチムが一をしでいないとfl*した♦々じ、自#巧にシス于^ムt♦又ペンK 

さ々るた々々♦なを*巧し*ず，々スベンド巧にはシス干ムのn巧は伴化し、ホポ 

え*ず，1»化のプローバルスグンバィよ々さらじ«»«*はかな<なウ*ナ。 

り Suspend TlmeM; 

しでいない玲«リミ7卜のな巧をここで巧うことがでをSす，<Tか年一でこの巧 

目を»巧し<Sp•¢o年•を^fナりをかち60みSでの巧爾*巧Bi巧が化^すので、上下 

カーサ#BキーでASI巧ホBBheのな■じ»わしでづpi«>キーを押すと®，!すること 

ザでろまずこの度冉しないと*じaNewを遣がしでく巧さVV, Bigを巧わな 

い時には<&〇を押して < ださい，デブ#4^卜USevwでナ。 

サ义べ> ドが#からの«♦【レジュ—ム）は夺ーポードの♦ースイ7爭を押ずか.«« 

スイブチfrffホかじより巧うことがで>*す（TヴームレジA —ム、そデム爾ち#ヴ出 

しレジA —ムtBSにより巧*でず》，レジA— ム»かこはHか<r&*iしiナ， 

B 夕♦りの中だけでWit斤うようクプロブタムt«巧レfいる•♦に.このIttt巧 

夕と，巧■の♦田ゲ正し<f«ftいことダ♦り.マスベンドtt■じクゥでレ>う 

ことゲ♦り》す，このよウ4と6になみuptfldTimMudttなNかがじレでこ度ち< 

がい, 

2)いわ化。SuspnJ (バ7チリー巧量技ド醉じサXペン門 

パブテリ吞»がみな<な々たとさじシステムをどのiろじ•巧さザもホをS巧しミず，シ 

ステムdVホ巧紐がかな < なったと秦曰M巧にをtflM•らオレンジじt化9 

せ，iた巧そ節わす*たA、〇?1：の»^3«そせ下させ》ず。このとi-义ビー々 

ホらは!6か巧にピ7とホが巧左します，，ナ17ブボ7クスに"X— 4巧のCTytwr^♦示の 

4；側に表ぶされでいるとさliSwpcM (ザスペンド）じな々*手ょブクボブクスに‘X* 

が*い♦かiW,mOiiJy ;警ちのみ）となり*卞； <5|1*»キーで*巧を斤ぃ*す1， 

a—バ7>V巧■でサスペンドじ乂クたとSUその >>巧•かろレジA ■ム6 クいで < ださい• 

システム(こUレジa■ムるた•パ々snugうでいSザん,ブブ♦(«着してかる、レ 

ジA —ムさザで < ださい, 

3)Sci Rcsunic Alarm •時巧かぶじよるレジューム） 

AらかじAをました巧巧じシステムをレジュームさ#ることが巧十。このA巧を度 

巧すもじはアラーもRI(のな巧が狂*で十.<Tか>♦一でこの項ntg巧し<み《11；〇 

♦ 一 t*押ナとResume How* RcwmcMhuKのイニ3—ポアクサイブじなりまずRe- 

Hourは巧>な、Rewme Ml刖たみ•なの投ぶをけいf卞。<T■わキーでResume 

HcwfllUじ«ftし»|十る•巧•を8»でん々するか，と下々ーホ#1»キー»巧^で度 
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ろじわい7ご使ちください.巧B-uダ上でrた場を巧an■ザ！•餐 

レ，ドヴ8< なることダ4り$す，このぶクなと«になシステ 

ムtマ7して**ザt下す♦>でごS«じ夕らないで<巧夕い• 

LCOf ■じらごttflじ9クた1Kゲ下ダらないうろにLCDIHIfnけてS馬 

ミれた塌ホ，しな)上にif*々ムをが■れる場をダ♦りザ.これけMでな♦リミ 

々ん.しゴら<たでなこの么ブUAくなりSす， 

■Exit (HI) 

1)Save and Exit 

この*aを*巧しで<&«ef>を押卞とWTのようなサブイニユーがさ示されミず， 

沒ちrtさをり♦々ムg*でパプクTゾブ5れたィ々リじfigさせて# i■させるたかこな 

<Em«r>を押します•シ文テムそイモリじ書さるんでホらシスタム3ンブイグレーシ9 

ンメニューそ終fしさ♦ *更を•«卞る場をじはしで< ださい， 

2) Exit (No Savt) 

この項目を遞巧しで<Emet>を巧卞iはTのよろなサブメニューがち示きれミサ♦ 

to CMOS RAM 

巧し夕か今一でRewTwMiMcじなBしit巧ナろ•ホをSTでん々卞るか•上T 

々ーサな動ネーそ押しでgaしで< だ*い。fiちがEmWcじな々でいると♦*ブクボブ 

クスじス"がAluwRewmeSをの左■じ«れ«ナa fフ♦ルトでこの•*は»止され 

ていit卞4 

8) Cov^r Switch (LCOM置をMじたとさのfiS) 
LCDをBtたときのaンピ*—クの•なをが、ずることがでをミサ，LCDを!!!じたら目 

か扣じ♦スベンド扶蠢じなる拉まと、LCDをBじでも3ンビュータはその**#巧を紙 

ける巧巧です.通常はサスペンドを巧でごな用<ださい，•巧をしつづけるtろに»な 

ナもことでLCDを!*!じで、外な辛ーボード、か*ICKTを巧«しでWn包がtProをデスク 

トブプ3ンピA—♦のようにffうことがでさるよろじなりtナ,このa貝で<Em«>を 

押すとCowか川dJのなを田Bじなり：卞ので• <TかキーでCow*wjicli wspcndミた 

switch bUftkLCDの*巧を巧い、づ|1«>キーでな8を巧ぅ二とザで^*ナ〇 

卜はCdver swiichか巧endでず* 

一をスタートごだる パ9ーマネージメン 撃システムnンフイグレ—シヨン 





サウンド儀能を使う• 

♦この寒では 

•サウンド禱巧のgas 
-WWDOWSでのヴウンドg巧巧巧 
-DOSでのヴクンド•巧 

-ヴウンドの再インストール 

ソ■テブクWわみDOk户のコンビュータ々ウンド«11|を巧喊 

してわり、この*m<利巧レて«声のBり这々々再も畐《なと（ 
斤うことザで《»ず。 



サウンド巧能 

WnBoc*みがこawピ7卜义テレオサウンドを♦ポートナも♦«がされでいまず•こ 

のMU!じより、巧!！したを««巧みるいはマイブから«芦を録音し、曙んあさせるこ 

とゲでろ4ず， 

■巧穀スビーカ 

巧*スピー々はモノヴんのみのIMt IL午午来ん）ですP iの义ピー々からはUTの5« 

«の»(め♦*から»をサウンド《キサ»»じてを*化力卞ることがです。 

裔の巧を« M 

PC义ピ—々 t♦の：！ンビA—fについてい4いbA♦•ピーブがそ»左す 

ろがでず* 

fOCU巧••ド PCMCIA々ードからA生ずもでず，ただし，PCMCIAでIf 

のA生ザ可峨な々ードt♦♦し、通Wttそ夕れている場♦じ！！ 

り*ず• 1々ザム々ードクど） 

デジクムサウ> ド 16ビブトDA3ンバ—f したホ々ンドBIIから々スナレオ 

R生リ卞Mシンセサイザgg。 

ブイク人力 マイブ人力じ»«されたマイクからの奋fです、 

UN&INん力 UNEIN痛子■予に^MIされた貧«i»ホ^の»^••t^で• 

それクれの♦マネルはミ年々聞良*ちAしでを量が«Bされ、》■»を:iじてAビー々;こ 

»«されでいミず> ミ7クス5れたを>けづ》^巧>とづじで#曼US十るこ 

とザで»*ナけ章をこ«くヴさい> 

■パがスビー々靖子 

ステレオれ度スピーカをこの扇了•じg•十れげ*スチレォホサンドtW%することがでさ 

ミ寸，か々されも♦ウンドけtEの巧»スピーカのRMと闲じでナf 

■マイク义力巧子 

♦ ノブルのマイクそこの»子に**才れば，マイクからゎを1*»*^3ンピ4—>1こ巧々込む 

ことができ*す。 

■UNE INM子 

〇〇ブレーャなどの#看(|巧のじ^01111|^化力をこ々»+じ»«卞れば* ^春後巧の» 

1»なとを3ンビ4一 fじR々みむことが巧«です， 
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Windowsでのサウンド巧能 

ハードデ,スクじけWindwの下で各aサウンド•«を好巧するたAのい<クホのブ〇グ 

ラムがナでに»«をれでいミナ，このプログラム巧しでいろいろなサ々ンド*Wit 

«しむことポできiナ， 

UITのぶろなTプリケーシ3ン4巧«されでいiナ：Windowでめホ*の■«はシ义テム 

7Tンクシ■ン♦一 け章年ーポードのR巧をわ巧み下さい,）の巧わ9じUTのアプリ 

ケーシ》ン々中のボリA— ムaントa — *を巧巧しで< ださい• 

.巧を中の#■とス♦レ♦バクンスをna十る.ボリュームコントローみ 

•»?»そ»々、巧巧し77イルじ£*ずるオーザイオレ3—グ，WAV, AUD7*ーマブ 

卜の7rイんを#ホ卞る*能もみ々1ナ 

•をろ»ソ—スのa々巧のそ»、バクンスを■«ナもレコーデインブコント0 —ル 

•»を#のみを声ソースのを量、バクンスを«fiヤるミキサ 

-よ々ft巧*のa々を巧巧じするエクスチンデブドレ3—グ 

-を«才ーデ<オブすイんをでミる才ーデイオクリVプうイブタリ 

.わいベ々が 

•わし*ベ々巧れ 

•s«を巧げもチ午イム 

• 2々の»^アクームの〇いた矛ーゲイ十リブイング 

-おL々ベ々スト7ブウ♦ブ♦ 

•A0巧拍をftげるおしfベりタイマ— 

6— ヴゥンド||1^を0かラ 
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DOSでのサウンド巧能 



この巧*;こはシステムホら巧«したバ7クTブブグィスケブトがをgでず。シス♦ム々巧 

巧ヤるバブクアヴブ巧巧*を斤クで•♦—ディネアプリケーシ3ンディスク1、2> をれ巧 

して<ださい• 

バプク7プブ揉巧iこよりななされた•♦—ディ♦アプリケーシ4ンfィスブ> ゥでtt 

♦じWiftijowiJIの♦ウンK K9イバとアプリケーシ9ンをへードタィスクじ巧定インス 

►♦ル♦ることがでさまず， 

■SETUPブログラムをスタートミせる 

HDDに间もサウンドドライバザインストールミれてい夕いと8 

1. WinJetをX ♦ー トさザま卞•• 

2•プログクムマネージザの<アイ3ンザ）><ファイ*をを巧さして*巧ホI >を 

*巧しミず： 

3, •♦-ディオアプリケ•シSン尸 < スブI—ちフ〇ツピーディスクドクイブにセブト 

Lそナ.实巧ダィア〇グポブクスにてA: SETUPとブイプし、0Kボザンをブリブクしま 

卞.•ずると*巧のApdwDnw巧インストールA•面じなりミナI， 

すでにインストール演みのサウンドドライバ，アブリケーシ3ンをS更ず 
る、の侵用においてはこのを用いて&定のS更そ巧うお■はみリ 
*せん 

hさ々、AWゎAw^•¢*^iwsブログブムAーブを*けで<巧ミい* 

2. Setupアイコシをグプルクリブクしでくヴさい-ミたはこのアイ3ンを*巧しブ< 

むttf>をifしで < ださい， 

室 
■巧のAudioOnvcをブトアププち^が巧れ* i 

のMでU 

サウンド巧能の再インストール 6Bヴゥンドな能を0かラ 
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iioDriwドライバとアプリケーシgンのインストール 

こ巧卞のが+—デイfTプリケーシSンおブトアブプBBでナ。 

化おW化!お》! J そfをクリブクずれゴ巧♦♦やihLてWkKk 

BでU•—めボ>ンを押寸と♦ウンドドク 

-みを*巧しでK9イバをし、WwHtow*を»Tしで»«ス 
たット*7^ブブをスクートさ々でください），. 2«白のボクンは 

をイン义卜—Aし1す. 3B目のポfンでat在インストールさ 

皆WiwJomsから«fcナることザで 



ヴウンドな庵の泻インストール 

巧Wなと•»がおいかざりこの白«巧にポート•か度巧を巧してドライバのイン义卜一もを 

斤って<ださい。この百B技巧を巧うこと々システムのが*じ*わザむDMA乎午来ん、 

I•てヤ来ん、IRが定じでイン又トーんを巧うことができ <十， 

自々でボードの拓ををj8巧ナるとW下のような■西がRれミずザ，システムでは泣巧を* 

一.-•.一-—--はでみません，*4えでこの■面をiiおしてし 

タンを巧しズこの■■からtとじB々で •一を押ずか， 

<♦ンけな) 

分で*'*卜> の梅な< が 

enn 

とはTのBB々巧れ、 

それではそれぞれめポ 

•• 031 卜Iくが 

♦aす々！•け*、；かが*タンかろ通んでくだ8い♦ 

卜f•ィむ•うけ•うけ'•にむれ4 
し、禱巧し<す《 

ブ卜占ずるか、«这®るモ 
のそEKし*す， 

トタ'4む•うイつ•の卜*ろけ•、そ》巧んかちな 
yttさます* 

kゥけ々V 7•的*化夕》7します• 

サウンド巧が巧つかラ 
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ヴウンド«Mgの再インストール 

t々け4)•はむ下が•<けトリ•にl-VvJ巧•巧•み)そ 
インU•♦し*す. 
をレ遍うKィレクW•にインむ4する*そは、r'<Wトトる 
«义力して下さい* 

1巧？•イWWぺ 

OK(0) fOH(C) 

指をしたデ/レクトリザSだ#€しでいない場台な、SETWプロブラムが目B货じグイレ 

ブトリをけ«し《ナ& 

サウンド：rプリケーシ3ンプログサムがたけrからシス♦ム上に存巧している♦を，化下の 

ような«面が巧れミず， 

巧*rィレクけ、に3、す•ィI卜•VO*巧卜た7め/!*づ•■>ホ 
Aクけました♦ 
もし、两/ン》卜-1をしくけ*Rする地を.r巧aj 
♦>わそ遽んで下ぞい• 

、パパジSRしく 01卜Iずる《を1んけ•イレウけ•め交 
ででさ 夏J ♦•わそaん い, 

its く；） rんかいの夏1(が 

その他めデイレクトリじこれらのフTイんt宿gしたい♦みは、デイレクトリ々Sfiを* 

#«しで<だきい-««をa■ちずるとホの自由!々巧れます。 

®むたホ♦«する〇む-Wウン**んで下さい• 

Tベで《/ンむ’Kp 

さザ巧!こインむ-1(9) 

わ刈け〉 

ずべてのJ，f<ィむ，^ク•と口••パ•夕■ン 

面卜師•の".] 

aんだ口 •バ••:Uン巧ブSイン1卜*しま 
ず• 

けつ）•めがパン•にR yミブ, 

6巧ヴウンド概化をつか弓 
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K« ^HJ ^1 f< aT , ^1 ^k \ ‘ A j e ^T ^^11 

6か«uインストー♦t*巧ナもと、は下の®«々巧Iれ主ナi 

Lで餐巧したいをTプリケーシ 

けで< ださい。これらのyプリ 

レクトリの**を選がしで希S 

れけ«巧した♦ウンドアブリう 
じ下の*aがでて > たら，-才 

卜しで0Kをクリヴクしで<だ 

rSCv I 

r;TL>>: 



ヴウンド<*能の再インストール 

は上でサウンドドライバとアプリケ Aダを了しミず 





オプションデバイスを装着する• 

•このミでは 

•在がMMモジ。ール 

-がぶキーポード•巧/さマウス 

-ザ巧C只巧二夕 

•PCMCW々—F 

この■でけ上Iが)オプシaンデバイスの•■方るじついてWfiレて 



巧巧RAMモジュール 

Wh0oo<rPro：3ンピユ—クけか化のシ义チムメ♦リが3ンビA—ク々マサーポーK上に* 

着され、出•されでいiすfこのはかじ4MBのRAM々ードなSたは、SMBのRAM 

々ードを2な，J6MBのRAM々ードを!!*で>、g太40MBのメモリ皆»ることがでさ 

け， 

■狂ttRAMモジュールを«着する 

JKIk aamモジュールをな着ずろ«じかザ3ンピブじレでください.«たサスペンドレジューム 

IKじ»つていてないけミザん• じで«»スイ7♦のttut♦ン•ザフじIttし、シス♦ 

ムの■源♦オブにi^t<だ«ぃ> 

WMocUrP巧Ptntojmそデル■用れfモソモジユール€«巧«<ださい，她モデ>>のモジ4一ん> 

%/if 行>すろと正しい!^ヴホ>章ザん， 

翁れのWindooKシリ>ス||め夕iリSジa—ルUWWSooK PwTはC巧することが度>>ザん■ 

巧*RAMモジュールt♦着ずるには 

J)狂;»RAMエリアのムたtみけナ。 

2パジューAt巧が*<1巧ザ〇貧着しtナ, 

3)fi»RAMブリアのAたtWわまず. 

化ホRAMモシA—もの巧着ft♦巧のパ7— オンt巧ッたとみにな，シスすムがUBにE 

«していたRAMの巧謙と*巧の巧量が量しないたA. ■面にェヴーメッたーシ•が巧示 
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お巧RAMモジュール 

されます*この場々は、<Clrtw^Ato"KS>を巧してシス♦ム3ン7イグレーシ3ンプログ 

ラムを巧び出してください*シAテムけ自•巧し•巧をのRANTS驚ん达んた定♦斤 

いまナので、ここでEXIT、SAVEANDREBOOTを通んでその»しい!UMIHtB巧をE« 

さザ*ナ>,#しい巧呑は5*の&明をおHみください， 

^がお£なか〜そジユ—ル《他のブィズのか114そジ4—乂と巧じ遍>す6遷をけみす 

がAMモジA—上じしでfMIレで<ださい*下じ^■した正しい/t 

モじVfttfllることがで«な<9りをだし巧tめ4MBIUIMMモジユ■ル€11 

■する感ろじUこの醒リでな♦り >ザみ， 



が部キーボード 

VVみSoolrみ〇3ンビュークけ♦—ボード用のコ丰タクを*しでい*卞,PS/2用の 
年ーボード*■を»«しで««卞ること4巧さ1ナI tた、か*♦—#•ドしでい 

でも巧»キー#—ドは间1|じ«用ナることがで**ナ, 

■外®年ーボードを《«する 

Cのftじ•むnじ3ンビA—夕〇スペンシド•レジュームかろUKし、«涯€巧ゥて<だ6い, 

3ンビュ—♦のIT■のを麵じみるか*年ーポード3本クタに.け度♦一がードのケープん 

を*し运Aiナ。 

コンピユークのt*を♦ンじしたとさじ外*キ—ボードは宜A的にコンビ*»—fじB»$ 

れ*ナ, 

このか«♦—!!<—ド3 ♦•クタに巧巧々の年ーポード•▼ウス««7グブを««ずると、 

psaブサスとPSOれKキーボード«*肉巧じ*«することがで»るよろじなり*ナ1. 

田 
a>©Mけgの♦一辛ード•マウスJMアダプタ奮れgいじなるn舍じな、今ーポ-ド 

とマウスのゲgじな♦た♦、■ドの表ホ*こU▼ウスf▼ウスのじ 

口♦*<—ド♦»«しで <ピ♦い•：巧IIけ«グ遍うたA) 

■が巧PS/2マウスを樓巧ずる 

コンビュー>AIMのた■じ♦る、れ«♦—ポード3♦ククじ巧度キーボーyのれわりに 
ブイク〇ソフトの2マウス^*«して*巧することがで4主ナ, 

3ンビ*一♦の■*を♦ンしたとをじマイクロソブトPMマ々义な自B的じコンビュータ 

し•巧鑛されまず， 

m 

wマウスti»このが-卜し’ifiiした•«. Mスぞイツクザインタなaimじ9 

Itfれ，«えな< なけ家た外雜♦一芋一K•▼ウスでダプタレてPMマ 

ウタしたJ•奮け.巧■ステ< 7ク4¢インタとWマウスtW#にH巧す♦こと 

ゲで«*すe 



外部CRTモニタ 

がの氏がcPの：rンピュー♦のLCDBB表ホヴけでな<、H«VGAミたはマみ♦««技巧に 

めCRTをナることじより、CRTじおいても*ホを斤うことがでミミ卞， 

WnBoc* Pro3> ビょークじを||、ft示でさる巧TUVGAが巧のCRTおよび> VGA好皮 

のマんチ*a*fKRrr^。CRTのタイプじよりWiftれけで定示す巧なド7卜なが*化しS 

十，きらに»しい巧ぞじウいてはAFfESDIXBのユーテいJテイの*白をお巧A くださ 

ICRTモニタを»巧ずる 

CRTさたはBOTHの場をは， 

巧をか•づ卞> LCDSちじな-- 

LCDさた;まBOTHの度巧じしでください，#しいaちわ方を;む掌をおKA<ださい， 

み一<FI>今一を押ナことじより，•巧巧に*巧をLCWA、CRTのA、LCO CRT1巧巧 

じ切々tf支ることがで>ます，»し< は》幸をわRみ<だ»いU 

オプションデけイス巧装着ずる 
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にカード（PCMCIAカー 

■はじAに 

モム々■ドなどはその41||!*で8；るようになゥでい！十が，SRAM々ードやATAカー 

卜•は化«が度では度巧でをないようじなゥでいミ卞eこれはSRAM々ードやATA々一Kを 

«わないわ客橡のたAじメモリをでgもだけ広く«なするというホえ々Iこいでいるた 

Aで卞， 

PCMCIA々ードfeご<«用になる方はCWHG.かぶの巧客を玉尹イ*を«ゥて**ナる必 
資がみりまネ> 

»しいCONFIG. SYSの*Wtじついては丰かのHDDじ♦き這まれでいるREADME. TXTを 

お«み< ヴさい。 

■PCMCIAじついて 

PCMCIAけ構哥巧バソ3ンなどに»霸しで««十るに々一Kをみ■巧でAaに«巧でさる 

よろじ«々もれた1Cホードの*!»で十.このAかこ*«した;*々リ、ハードザイスク，そ ，ん、しが々ードなど♦<々々ードが■«$れでいJ十，PCMCIA々ードじけい<つかの 
If Aじ巧じで植«がみれでいまナ， 

WV>&»fcか03ンビユータじliPCMaAクイプlまたはタイブ2を2ttiで^¢*でを^ナ. 

巧い、ダイブ3の々ードの場をU下■の义ロブトに-ttだけ»着で十， 

WirtBookProコンビA—夕じはPCMCIA々ードを巧Wして、巧巧卞るたAのコント〇■ラ 

HKと、上£の々ードを*着ずるたAのス〇7卜Haがわりt卞， 

■PCMCIAカードのg着 

ががook Proコンビ*—♦じは•システムのIMtやでんPCMCIA々—ドを««十ろことが 

でをミす*たソフトサェァドタィバが自||巧じそ々々ードそ12»し> 貧着のな戊かもそ 

の目的じをじで巧«することが巧瞻で十， 

PCMCIA々ードの«*のしかたa，次のとがりです， 



にカード【PCMCIA力ード) 

ぉ巧してぃると嗚ゥ4々ん）4 

この«は*常どおり々ードをttWずることがで#ミ卞ぃ 

■PCMCIAカードのBり外し 



シス♦ムがmb中、1C々ードそプログクムがた巧やでなけれIか*つでんに々ードを取 

もことザW*で十。々ードttts记ると、シス♦ムホらピ■プさがJH•々々ードがシ义 

♦ムからなさ®られたことをなら々iす（このビープ♦はシスチム3ンブ<グレーシBン 

<二4一にてPCSpcかげを♦ブじしでいると4々tせん）, 

■ソフトウェアドブイバインスト—ル 

PCMCIA々ードを正しくご利再になるた々じは，正し< 力ードをサボートするた々のブロ 

グクム•がされてい々 <ではな々ミ甘んe APPENDIXBをおBA<ださい， 

PCMCIA力ードソ7卜そネgじインストールするた々巧ソフトサとアがホ»されていま 

ナ*シ义テムから巧たでミるリフrレンスデ<义クピち夕なソフトヴェ7が用*されてい 

iナ，巧しいtt巧Sびな巧巧をじついてはAPPENDIXBューテイりティの巧目をわ巧A< 

ださい： 

HPOSICIAカードtt. •■じJtりIWレCいものも*リ«す，こめた々、PCMCIA力一 

ド>ご■入されろ婦^け.#1*>»へ片巧しでぃ4か«ご1|«夕れ>こと1ゎすす® 

いたレ》す， 
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mかな？と是Iつたら• 8 
•この寒では 

•hラブルとその巧策 

ソーそブクがのewp巧aンピユータ1ご«用中じrswi?jと»われ 

る巧巧ダB8た!•を、この詹tこffUくだ»い》な下に13のff巧じ 

クいての眉9とが111«1»巧しミてザ.もレらwaダM法で«ない« 

をなお■い巧AのB巧aクソーそ7クテクニ々ルブザートセンタじ 
こ《»<ださV、。 



トラブルとその巧* 

が«■$れでいない， 

^JgsnnffMiUA化測—"1111 III I |||り川1 

♦巧ろ巧Clしでいん 
ついでu«>し >す* 

だい‘• 

だむ、 

«々<X«fitMC9>f> 卜：こ»«しで， 
fi<かどろ々HieLて<ださい，tし£«C 
猶けばがTグブブがかItしでいも巧geが♦ 
々*サ,その場をU、わ霄いホAの隱*巧に 
ごfiM<がい♦ 

い«Aめ■巧をじご«嫉< 

■面に巧も表巧されない、家たは、 

HDDから立を上がらな 



トラスレとその巧巧 



い«なりs面が巧えた 



トラブルとその巧策 

■巧««巧巧LEDザみなし 

翊子のmすlu パブチけ* •*«りホしでから，‘ 

おで11子||みを«<ないで < ださ， 

■n •I'.J 

Ma.ドクイブのみのIMちレ<は及»と夕り*T. Blされでい 

3ン、テ■タタどの巧C. MUいたしかASTのf. ■«なちめじ 

ピー«と4よラお■いいた1^*Ta 





こんなことをしたL 

♦この輩では 
♦システムを夕 

••巧巧通 

ソーチックMneook Prosンピユーご®巧じなる*の代表的な 

推巧を《Mしてい《す4 



システムをか 

■スピーカの音量をn巧したい 

•か*<1^^巧ずとぶ»»*がァッブし*十， 

を巧すとiR»8量がグウンしt卞。 

■スピーカから音がでないようにしたい 

PCみかわからのホをでないよろじナもことダでis卞, 

• <Cirt> + <Ak> + <W>を!•してシステム3ンブfグレーシSンメニューを#び化 

Lます。 

•<Ali>を押してから<C>ぶなwwnulを押しさす， 

•KSpcikcK)*白まで上下»■年一を押して々ーサをな動させま十。 

<む!げ> そ押しで«目のをがわ々干ょプブマーク"イ"^□じ巧わ»え*す， 

<ESC>t押し*卞， 

-<X>*}fL* 中， 

-<R>そ样しJナ， 

• <&11«>を押し*ナ4 

♦作は义♦イヴクポイン♦を«々でも巧ろことがでさ*ナ* 

シス♦ムU再スタートし，こ々巧をがザ巧になOiナ。そのftからPCスビ—々の*はでな 

<な9ミす。 

Wmdow*などでのサウンドの奮1:を81*1たはでないようじ卞るじはサウンドTプリケー 

シ3ンの中のg»3ント0 —んtなつでください， 

ホ»コントローAのMvreボタンt禪したtt»じLf<ださい-資はでなくなり*ナ。 

パブ♦リ«量ダかな < な*?たとfめ■ろ■もでな<4リ 

■■灌スイッチをオン•オフとして®いたい， 

化«たなでの電»スイ7♦なサXペンド-レジA —ムポタンとしで«け♦るよろUなゥて 

いけt 

電«をををじ坊々でLまうオン-オブをちとしでtt巧ナかこはUTのように»巧しミず。 

•<Fn> + <ESC>t巧L. PM< 二*-をホびおし*卞， 

• <Ah>t#してかち<P>ホの巧rlを巧しミす，-卜-卜•巧«♦—を巧ゥてSu巧WKl 

かwet)の巧目じカーサをft*します， 

• <Emcf>を押しでこの«目のお*じ*るホょブクマーク"ィ"を□じ巧り巧；liす。 

- <投0そ押しtナ。 

<X>そ巧し*十， 

•<<>をらぅ一#巧し？卞& 

• <Ema>t巧し$す， 
このメニ*一で資更しでSAVEした反巧は/二A一分ら巧け化ナとずぐじシスそムの»巧 
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システムを巧 

じきれ*す4シX♦ムtffスター）•させるがd*々ミ#ん， 

■CPUのスピードを遵< したい（一時的〉 

<Fnw^を押しで<ヴさい6 CWL£W<♦レンジftじ度なナれげCPUのa®は，巧的に 

3<ナもことザでさ*ナ，もう一をがばその**じKりJナ4 

■時fl•日巧を修IEしたい 

- 0052マンドじよる方まとシス♦ム3ンフイグレーシ9ンじよる*正方をが♦々ますe 

-【■の•コンピュータを义♦ートさザる—の*目ADOSブロンブトじおける日付•時«の 

投をそご« く巧さい。 

•シス♦ム3ンフイグレーシ3ンによるS更方をは5*の—Dmc，Time*の巧R4^ご»< 

ださい* 



函お阳連 

■CRTとのB巧S示をしたい 

•口びをな«してgift巧んして < ださい* ♦ーポードからわ度巧ずとCRT 

のみの表示に巧り合わりミナ。 

-そ押ずとCRT LCD^^R呼«をに巧り爸わり*ナ。 

• LCDの持つなホ度力を!!えるSift*でけ巧時表禾は巧えt ♦ん， 

-シスチム:？ンフイグレーシ•ンのatじより，常にH時«示*斤ろよろじナることん巧 

巧でナ& 3章のSCV、VldcoScわtめ巧目をわ«み<ださい。 

■CRTとのn時9ををした < ない 

• ♦—ボードから<ivi>4<n>そ押してLCがみ巧ち示に巧々*えま卞。Jたシス♦ムゴン 

フイグレーシaンのじより、W時*示をが々ようじするこヒも出そま卞> 5置の 

SCV、VMkoSelectの巧目をおKみください。 
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Appenc/'x 



ndix Aシステムの仕巧 



Appendix Bユーティリテイとドライバソフト 

シス子ムのハ—ドスタKサイブにはシス♦ムをより使jじtt巧ずるたAのい<つかの 

プ〇グブムフ7イルるまれでいtす。ここではそのプログラムやドライバじついて 

の«い方tR巧しでいまず> 



ディスプレイ巧連 

■LCD■面でのS巧 

Wn800^みがiWXNが0ド7卜の«1||{»タラーLCDを巧Sしでい3ナ,Win化wfl!冉巧 

にはの(h600ドブトの褒示t巧うことがでをさナ， 

巧常のDOS^またははMPCAT巧ブ〇グサムは，640X4Wドブトは卜•の>♦#で«示t斤 

い4卞，これ•合LCD上じは■«がやみじ国#されで表示されでい*ナ。间りの♦ゥたな 

みじは巧みされiせんe 

■Windows巧ディスブレイドライバのインストール 

システムにUgじWirKtoiw用デイスブレイドブイパ々み这ミれでいS卞eなんらかの巧 

をで！!*ドライバをイン义トールする♦かこけtLTのよう：こ巧々t<ださい， 

ドブイパのインストーんそおこなうUU2II■の々ホがA9 tず。«々かの1|巧じよ々、 
遍巧をmn8oofc Pro用のドブイパは炸のものが«つてイン又トールをれでLJvv、Win- 

dwjがお雷1こなちI:がらな< なってしJった♦をは，—MSOOS上でWindowvtブトアブ 

プを«ろ*々ををつかい*卞；—Wirtdow * MS.DQSん2/Vユーザ■ズダイド"々 

、かickm?のた巧とセ7トザブプ**巧項目をわ«みください， 

•WinわmザイレクトリからなTのiうに♦イプし*す> 

C ¥WmSch*i»aTlJP<EM> 

-■»じ寒ネミれるシステムtf«めろち、上Tの方闲キー♦クかってディスブレイ：の夕[ 

目を反|6«示じしで<£««>夺一を巧しで<だ*い， 

•上下の々而♦一t巧しで•♦WrtSocrfrProtMM"のホ8♦るドウイパしでみ. 

♦••を巧しiナ4 

ルトドブイバU*Wi?8ookPTO WxWKな《を、16ド7トシステムブ♦ントで 

す， 

•もし上左のドライバがttつからない場合はザィスプレイドブ^^<グイスクをドクイプに 

*7卜しで.上下のザm年一もつホッで■そのttレ*—ド々Aアィー々が巧供ずるザィ 

Xクが必*) ■を通んで<Ewcり年一t押しiず,♦の上で♦«个る•♦Wf1000kPro 

れドブイパを通おしで <ヴさい， 

W抽かWゲなち卜•がる場みじはUTの巧をを任って<ヴさい， 

• •>イン•グル■プの-Wituto^ve?トア7プ*Fイ3ン*をグプルクリ7クして < ださ 

い， 

•<tt«>の<»本ハードウのSK>を*巧しtTイスブレイの項目t上巧と肉じ方 

をで違がして < ださい，. 

WnBookPro^•巧なドライバがftつからない場なは*Pイスプレイド^イバザ < 义クt 

ドブイブにセクトし、-そのた（ハードウょrイー々々夕巧するデ< >々♦«•&*) ••を 

選んでOKtクリブクし、•その上で希a十るW^r^Boo♦rPrゥのドブィバt*ぉしで<だ 

ミい， 
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にカード巧連 

■CardSoftインストール 

1Cカードをな通じ度巧しでいただ < たかこ々—ドソフトをS*しでいミず•シス♦ムじな 

ホ*薛じ々ードソフトがインストールされていまずが、SRAM々一KとATA々ード巧々ド 

ヴイバはメモリののた々、口ードしないよろじがしで♦ります<• SRAM々ード、 

ATAホードを1*梢きれる*をにはCONFIG•かSヴブイ*々デバイ义ドタイパをを*更ナる 

ぶ々が♦ります. 

CONFIG,SYSの巧ぞけMS—DOSのE0rT3マンドまたけWto(わwがMそ！*などでHE、* 

*ゲ巧*で卞,ここでけ田)rrコマンドを««して巧*サる場ををホしてぃ«!ナ* 

m 
CO^aSYSSS*f そ々Rじを1■パブクアリプ7，イ* iOOt^O.OLD 

寒J (われりくだ«い，々ードソ7卜のをじWAANINQイッセージグ«ホタれ《 

Tダ.これuni*で;14り»夕ん,そのだ♦い, 

C:¥> CDVOOS <&tfer> 

C:V〉DOSVEDTT <£NT£R> 

COK只なSYSrtみ文を下だのとおり巧gしてください。 

化ffWのな巧 

<<その化のttt斤>> 

06VICたC;がながMM386.EXE RAM X»D000-D7FF 

<<その巧のgま斤>> 

0CVI な•じ ¥CARO$OFT¥$SCIRRUS.EXE 

OeviCE-C ¥CAftDSO(T¥CS.EXE 

D€VICE-C:¥CAKDSOFT¥CSALLOC.EXE C: )^CAROSOFT¥CS ALLOC. IM 

rem KVtCE*C;がAR於びTXATA议V.EXE 

r«m 0EV1CE-C： «CARDSOFT¥SRAMOftV.EXE 

DEVICE•。心 RDSOmrCARaD.EXE 

SRAM々ード，ATA々ードをtt巧十る场をはリマーブをはずださい, 

<<その巧の«定巧» 
OEVICEsC:がのS巧^M386•ひE RAM X-D000-O7FF 

<<そのせの»定巧» 

OEVlCE«C:¥CAROSQFTVSSaRRUS.EXE 

0EV1 

0EV1 
0EV1 
oev) 

CE*C: ¥CAR DSOFTXCS • RE 

CE«C:¥CARDSCFT¥CSAaOC.EX6 C;がARDSびTがSALLOCJM 

CE-C：¥CAROSCFT¥ATAMV.EXE OATA力ード巧ドクイパ 
C£»C:¥CAR防CmSRAMMV•なE OSRAMわード* ドライバ 

OWCE«C:がAROSCFIXCAROD•ひ E 

ミた、«たじザパイスト•クイバをインスト■もしたい♦をけり77レンス♦< Xクをご巧 
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このけ雲じシス♦ムからtwしたパプク: 

が巧すAパyクyップのなgt巧ってリ’ 

Vリクかつで<だ♦い《 



パワーセーブ阳ま 

■POWER.EXE 

POWER.EXEは3ンピユータの巧ftを*とさずじ«黃«巧を巧ドさ々るたかこ巧り谋々ら 

れた規巧です•ソーテフクがの000^Proコンピユー>1よPOWEILEXEそサボートLていを 

す"すでIこ組みをまれでい*ナザ、MS，D0$巧«巧度をおないじなるAかこもぶ•ず 

?0胃.む巧かス^1な$巧じ«み込むことをおナナみいたし«ナ， 

-MS•な巧をインストールしで < だ*い* 

• C0NPIG>SYSブ1^イルの中じは下の一巧そ巧え*十こ—DOSS*と*いで♦るのは 

POWEItEXESaK—したホブザィレクトリバスを巧まするたAのんので卞，3ビーし 

むパスをここでな定しで< ださい， 

CEVC&C V0CSV<VA£X£ 

•ぶか*<Alt>*<Dd>を押しで、VISD0Sの巧巧ん送Aそ斤い、この巧み么Aを石巧にL 

まず* 

■APM 

APM <7ドバン又トバ7ー マネージイント）は:3ンピユ•ザのは巧そ落と&ずに#資謀力 

を技下$せるた<)じ取り巧々られた巧巧です，ソー♦ブクVVわBook Prosンビタークは 

APMをサがートしでいさ十/. Wimわwfをインスト—ルされる場をじU -々又fムセブト 

Tブプでインストール♦る—を*#?し、シスプ^ム情*の-3ンビ4->:*の項目が-MS. 

DOS*化APM—じなるようじがしでください。单なる、が005— 6*より、Tイドル 

巧の大Hなお貧■力のを下•を美*卞4ことができJナ.なお.ソーテブクの49©〇〇*巧〇コ 

ンビa-ブじインスト■ル9んのW*«toiwは—WOOS知れAPM"じ拉巧されtいまザ. ;知れAPM"じ拉巧されtいまず， 

IPMEXT ぶ YS 

このプログクムはソーチックWilfiCHSicAoコンビユータをご度巧やじサスペンドレジづ一 

ムをけクたとをにお全卞る巧田ゎずれを巧正♦るたAの寒*ザバイ义ドライ"で卞。 

ソーチブクがのeoofrみ0ゴンビタークはシスすムじd巧に組A达tれでいt十が、卞でじ 

SDOSをお巧らの♦なUイ 

うじ組み达んでく C?い。 

イバをな下の 

デイ又ブに3ビーしで<ヴさいC 

CONFIC.SYSフrイルの中にW了巧一巧t加えミす。マATHVと書いてみものは 

PMEXT.SYSをコピーしたサブデ< レクトリバ又を巧巧するたAのt々ですeコピーし 

たパ文をここで巧をしでください。 

DEVFCE-C:VPATHyPMEXT.SYS 

• <Cif1>4<Aわべな1>を巧しで，MS*D0Sみ巧巧み込みを巧い*このiftみ廷みを有巧じし 

i卞 
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AppendixCシステムI/Oマップ 

予K姻城 

子«•城 

POitCUtf)COM2JB としで予巧 

チ巧il途 

子A個載 

«镇；《||ブ〇そ？サffホわ•< 

予KM 



INDEX 

«宇fA力す♦ 巧 

7ル7 rべットホ文字 巧,巧 

ウインドウ ん6 クソーニンクデイAク 7 

ク〇 7クスビ-ド 28 

ク白7クスビードの*!? 49 

が4 かU 

<«•> 51 

美6ず 42 

Sft尊のAカモード か 

液麗ディスプレイ 7 

エスケ—プ♦墨 47 

エンべテッド♦一 46 

KW«i 2 

3> 卜9ストmノブ 17 

2ンビA—夕の■けnc 14 

すプシaンテバイス♦!!着マる 9S 

タウンド音■ 50 

サウンド樣tt 巧•が 

サスペンド 60,1が，110 

力ーサ♦— 42 

々—ソル 42 

々■旗明 16 

ffgCRTザート 巧 

fllBCRT^ ニタ d9 

一Wード9B 

今ータードボート 26.106 

々0スビ—々 が 

fMBマウス >巧 

香Sるみ參化/ブ斧 
Id. 96 

CgRAMモジA—ル 

!K«日束度♦—ボード 

♦タカナ 53,51 

々夕々ナ♦の入力《—ド 

ホな e> 53.66 

カナ«年一 42 

39 

19 

41 

$1 

ホなA力 巧 

ホタ入力巧式とローマ字Aカタ式 

かクA巧モード 公 

巧 

シ义チムのマップ 巧1 

システム3ンブ<ブレ—シ1ン 27.37.4d 

システムの&« 114 

シス>ム77ンクシ9ンキー{シス♦ム«輕 

♦—》 が 

シスfムィ>リマップ 1巧 

シブト♦一 45 

Itn B.S8 

mvEO 20.58 

がモ—ド 巧 

■巧«■へのが 

ぶ*«力のをg《バウーセ■力 が 

シリ:^ルザ-24 

ft ネ 53.54 

ス>< ックザインタ 26 

义> —タスL£0 ia 

义ビ—々 21.110 
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て 

ひろザななどのA方モー 

•巧切り«え 巧 



り《ブト 公 

リirブトスイブ斧 20 
リチウム27 

リブート ¢4 
リ77レンタテ4义ク ！巧 

レジュ■ム 60.107.110 

Q-バパリ 59 
a—▼宇入巧 54 
a—マカトト' 52 

供マ，ブ> も7•巧，巧 

AC3-K 巧 

<AK>+<a■マわ 巧 

か M 119 

BtcMpftCg (バックスべ■ス） 

amcy orty 70. TT 
fiootDtvlot 6S 
BOTH 99 

CAPSaック ルが 
CwdSoft 1け 

<3ンザタ >ッ♦ブイー— 

COM Ports 巧 
COQA9k^$CU 巧 
むwr Swtch 巧•か 
CPU け 

CRT 99.112 
<Clrl>+<AII>+<S> 49 
<Ctrl>+<All>+<Otl> の 

Cutimzs 71.78 
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DATE か 

DM and Tima 96 

DC入力 22 
CMaiits 戊。 
<0ei> (デリ•卜）♦- u 
ひかMe Drive 66 
ひ#，（ディスクドクイブでブイi 
DOSプ〇ンブト もか 

巧 

EnaM Po< 

<efltir> (エンター）♦一 44 
Eal 巧，か 

Eni iNoSav*] 讯か 

F1...F1? 47 
PMtdooi 66 

F00 20 
POOァクち夕 巧 

がn>+<6ic> 4$,110 
<Frt>+<T> 2S. 49.111 

I 

Hard Duk 68 

HDO 36.37.104 

H007ブ々ス 16 

HOO々ートリyシでりおしがタン 

H00义Ovh 19 

Hi^ PoMtr Savmg 71•巧 

巧 

lC々一f ^PCMCIA々■ド） 100 

IC》—K が•化り7 
<fc>Wrt>♦—が 

のマブプ 巧1 

MybQird NumiocK $ 
な ytogrd Rfpeat W 



い Cache Enable 巧 
UCacheEnatか 67 

LCO 7 

し COAB 17 

lOOfCmUt 99 

做ルけ 
LINE IN 22, $4 

LOWかパrSaがg 巧，巧 
LPT かt tt 

LPT Type 巧 

MWium Power Stvhg 71•巧 
Memory 巧 

MIC IN 21 

MS-OOS • 

WMOy ク ia.46 

PftSMvord 6¢ 

がタピ—々 U 

PCMCIA 100 

PCMCIA力ードのR鶴 1W 

PCMCIAホーKの9りWレ 101 

PC Speaker 70 

Pentium 2 

P0M« 70 
PoMT Savings い巧—ち—巧 119 

PMEXT. SYS 

PS/2夺一弟一 
PW 

P$/2 

119 

ド 巧 
マウス 3190 

が»年ーザ-ド 96 

な W が ExA 74.61 

Save and Retool 74 

$C^Oクク 巧• 46 

<8«>+< カタ* ナ> $1 

SotrdD>fi 70 

SPEAKER 21 

Startup【スタ-トアクブサブ;》ニュー》 66 

かckPoがtr 巧 
Suspmid S«ftch 72，。 
5i«perNMCorPtrot» なが 

mtE か 

Wiooows も6 

巧ぞ 

106♦- 41 

t&イン♦ 巧 

«•ド 40 

15インタ^ 36 

15イン♦フロプピ4—テ< 义ク 3S 

か• Strangs 76,公 
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